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※新型コロナウィルス感染症拡大防止により、当月報掲載のまつり・イベント情報 
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進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
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まつり・イベント情報（１月） 

 

１．まちの駅 新・鹿沼宿 イルミネーション 2021〔鹿沼市〕 

 まちの駅 新・鹿沼宿では今年もイルミネーション作品の展示を行います。芝生広場を中心に設

置した電球の数、今年は 12 万球。鹿沼の市街地で、いちご畑と清流をテーマにした夜の景色をお

楽しみください。 

○期   間  2021 年 12 月 1 日（水）～2022 年 2 月 28 日（月）17:00～21:00 ※雨天中止 

○場   所  まちの駅 新・鹿沼宿内芝生広場（鹿沼市仲町 1604-1）※屋外 

○備   考  色とりどりの LED の電球を使用して、滝や清流、トンネルやいちご畑を表現しま

す。 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 25 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 66 台（その他に第 2駐車場有り） 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

２．ロウバイ（上永野 蝋梅
ろうばい

の里）〔鹿沼市〕 

 黄色く透明感があって蝋細工のような、梅に似た花をつける蝋梅。4,000 坪の園内に約 5,000 本

の蝋梅がある「上永野 蝋梅の里」では、日本最多の 4 種が観賞できます。国内で基本種が観られ

るのは当園だけです。園内を見渡せる展望台もあり、切り花や苗木、日本初である「蝋梅の香水」

も販売しています。 

○期   間  2021 年 12 月 15 日（水）～2022 年 3 月中旬頃 10:00～16:00 頃（例年） 

※本年のオープン期間未定 

○場   所  上永野 蝋梅の里（鹿沼市上永野 273 永野小学校の裏側）※屋外 

○入 園 料  300 円（高校生以下無料） 

○備   考  ロウバイの種類：満月・素心・基本種・原種（唐ロウバイ） 

※例年の見頃：1月中旬頃～  

※期間中無休（雨天営業・大雨や大雪の日は休園） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅からタクシーで約 30 分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 20 分 

            東北自動車道鹿沼 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 50 台 

○問い合わせ  上永野 蝋梅の里 大貫 TEL 090-1124-2281 

 

３．歳旦祭
さいたんさい

（日光東照宮）〔日光市〕 

国家の繁栄と国民の幸福を祈念する祭典で、午前 6 時より斎行されます。（一般の方は参列でき

ません。）本殿で歳旦祭がおこなわれる一方、元旦の午前 0 時より午前 3 時頃まで陽明門をライト

アップし、初詣客をお迎えします。 

※令和 4 年の陽明門照明は検討中 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝）6:00～ 

○場   所  日光東照宮（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺
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温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

４．歳旦会
さいたんえ

（日光山輪王寺）〔日光市〕 

大護摩堂での除夜大護摩供が修されると同時に、三仏堂では歳旦会が行われます。 

いずれの法要も 1 年間の災厄を払い、開運を願うもので、1 月 1 日午前 0 時から行われる除夜撞

鐘と並ぶ、元旦の行事です。 

※大本堂前の野天の大護摩は中止 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝） 

○場   所  日光山輪王寺本堂（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

５．歳旦祭
さいたんさい

（日光二荒山神社）〔日光市〕 

日光の氏神様、二荒山神社では元旦の午前 0時、拝殿にて初太鼓が鳴り響き「一番祈祷」が始ま

ります。境内にてかがり火が焚かれ、御神酒
お み き

（地酒）の無料授与があります。その後、早朝 6時か

ら「歳旦祭」が執行されます。 

○日   時  2022 年 1 月 1 日（土・祝） 

○場   所  日光二荒山神社（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行で約 10 分「西参道入口」下車徒歩約 8 分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

６．唐澤山神社初詣〔佐野市〕 

国指定史跡唐沢山城跡に鎮座する唐澤山神社は、天慶の乱で平将門を滅ぼすとともに、ムカデ退

治の伝説でも有名な藤原秀郷公をお祀りしている神社です。 

○期   間  2022 年 1 月 1 日（土・祝）～31 日（月） 

○場   所  唐澤山神社（佐野市富士町 1409） 

○交通ガイド  電 車：東武佐野線田沼駅から車で約 10 分 

JR 両毛線・東武佐野線佐野駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道佐野田沼 IC から約 10 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 25 分 

○駐 車 場  無料 

○問い合わせ  唐澤山神社 TEL 0283-24-1138 
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７．佐野厄よけ大師大祭〔佐野市〕 

関東三大師のひとつといわれ、元三大師を祀っています。正月大祭には、県内外から多くの参拝

客が訪れます。 

また、道路を挟んで目の前にある佐野市観光物産会館では、佐野市の様々な特産品などを販売す

る「初売り」が 1月 1日に行われ、福袋の販売を予定しております。 

○期   間  2022 年 1 月 1 日（土・祝）～31 日（月） 

○場   所  佐野厄よけ大師（佐野市金井上町 2233） 

○交通ガイド  電 車：東武佐野線佐野市駅から徒歩約 10 分 

JR 両毛線・東武佐野線佐野駅から徒歩約 15 分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 10 分 

            北関東自動車道佐野田沼 IC から約 10 分 

○駐 車 場  無料 

○問い合わせ  佐野厄よけ大師 TEL 0283-22-5229 

 

８．外山毘沙門天
とやまびしゃもんてん

縁日〔日光市〕 

本来、七福神の一つ「毘沙門天」が祀られている外山山頂（標高 880 メートル）で「福銭貸し」

を行う行事ですが、コロナ禍のため、紫雲閣に場所を変更して福銭をお授けします。 

○日   時  2022 年 1 月 3 日（月）7:00～17:00（予定） 

○場   所  日光山輪王寺 紫雲閣（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  日光宇都宮道路日光 IC から車で約 10 分 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

９．三日月神社大祭〔鹿沼市〕※開催規模未定 

 江戸時代「承応 2年」に小さなほこらをつくり祀ったのが始まりと言われています。月読命を祀

り、国家安泰・五穀豊穣を祈願し、縁組・安産、ことにイボ取り・皮膚病の神として知られていま

す。祈願あるいはお礼参りには豆腐を供える人が多いです。 

○期   間  2022 年 1 月 3 日（月）、2022 年 2 月 13 日（日）8:00～14:00  

＜毎年 1月 3 日と 2 月の第 2日曜日開催＞ 

○場   所  三日月神社（鹿沼市上殿町 31-1）※屋外 

○備   考  昔、貧しい方がお願い事をする際に供えるものが何もなく、おからを奉納してい

ましたが、見事に願い事が成就し、御礼におからではなく豆腐を供えたことから、

この珍しい豆腐の奉納が伝わっています。 

○交通ガイド  東北自動車道鹿沼 IC から車で約 10 分 

○駐 車 場  無料 6～7 台 

○問い合わせ  三日月神社 TEL 0289-64-3637 

 

10．武射祭
むしゃさい

〔日光市〕※実施検討中 

中禅寺湖畔から神職たちが群馬県の赤城山方向に向かって中禅寺湖上に弓で矢を射る室町時代

から続く神事です。日光男体山の神が群馬赤城山の神と争い、弓の名人の子孫の助けで勝利したと

伝わる神戦伝説に基づきます。 

故事にならい寒風吹きつける中、宮司が神社境内の上神橋から「ヤー」という掛け声とともに一

番矢の鏑矢を放ち、続いて鳥帽子
え ぼ し

、狩衣
か り ぎ ぬ

姿の神官と弓道家が赤城山方向に次々と矢を放つ勇壮な神

事です。 

○日   時  2022 年 1 月 4 日（火）10:00～ 
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○場   所  日光二荒山神社中宮祠（日光市中宮祠 2484） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 

○駐 車 場  無料 50 台 他有料駐車場あり 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

11．生子神社日の出祭り 〔献饌祭
けんせんさい

・弓取り式〕〔鹿沼市〕 

 樅山町の鎮守、生子神社の例祭は 1月と 9月にあり、9 月の例祭では「泣き相撲」が行われます。

「日の出祭り」は 1月の例祭で、かつては早朝、日の出を待って行われたので、この名がついたと

いわれます。現在は毎年 1月の第 3 日曜日（予定）に行われており、氏子一同が神社に参集し、神

事（献饌祭）を行った後、弓取り式の行事となります。  

 献饌祭は、天正 8 年（1580）天然痘で我が子を亡くした氏子が、42 種の供物を神前に供えて蘇生

を願ったという「生子大明神」の由来である故事に始まるものと伝えられます。また弓取り式は、

魔除けや豊作を祈願する破魔弓の神事で、大蛇の目に見立てた金銀の紙を貼った的をつくり、7 歳

の男子がこれを射て、5 歳の男子が矢を引き抜くもので、古代の太陽信仰にも起源があるといわれ

るものです。 

＜今年は献饌祭及びお囃子の奉納がございます。弓取り式は役員により実施します。＞ 

○日   時  2022 年 1 月 9 日（日） ＜毎年 1月中旬の日曜日＞ 

○場   所  生子神社（鹿沼市樅山町 1167）※屋外 

○備   考  「日の出祭り」は、鹿沼市無形民俗文化財に指定されています。 

■主なスケジュール 

8:00～8:30 神事（献饌祭） 

8:30～9:00 弓取り式 

10:00～11:00 上殿太々神楽の奉納 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約 15 分または 

東武日光線新鹿沼駅からリーバス「口粟野線」で約 5 分 

「生子神社」下車徒歩約 7分 

東武日光線籾山駅から徒歩約 12 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 50 台 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（まちの駅 新・鹿沼宿内） 

TEL 0289-60-2507 FAX 0289-60-1507 

 

12．虚空蔵尊
こ く ぞ う そ ん

縁日〔日光市〕 

虚空蔵尊は鳥居・狛犬を配した神仏習合の鎮守です。近年は虚空蔵尊が丑年・寅年生まれの人の

守り本尊であることから丑年・寅年生まれの人々の信仰を得たり、知恵を授かる仏さまであること

から特に「十三参り」といって十三歳になる少年少女がお参りするなど 1月 9日の宵祭りは大勢の

参拝客で賑わいます。 

○期   間  2022 年 1 月 9 日（日）～10 日（月・祝） 

        ■1 月 9日（日）13:00～18:00 宵祭り 

        ■1 月 10 日（月・祝）10:00～ 祭典 

○場   所  虚空蔵尊（日光市稲荷町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺 

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 4分 
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「日光行政センター前」下車徒歩約 3分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 5分 

○駐 車 場  周辺に有料駐車場あり 

○問い合わせ  観音寺 TEL 0288-54-0339 

 

13．どんと祭〔大田原市〕 

 正月飾りなどを持ち寄り、お祓いの後、黒羽中弓道部有志と黒羽太鼓の競演により点火を行いま

す。その他、とんぼ団子の販売やチャリティ募金も実施します。 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止の場合もございます。 

○日   時  2022 年 1 月 9 日（日）16:00～20:00 

○場   所  那珂川河川公園（黒羽商工会館裏）（大田原市黒羽向町） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線那須塩原駅から車で約 20 分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC または矢板 IC から約 35 分 

○問い合わせ  黒羽商工会 TEL 0287-54-0568 

 

14．初市（西那須野）〔那須塩原市〕※予定 

 JR 西那須野駅前（桜通り）に縁起物や各種露店が並びます。例年 1 月 11 日に開催していました

が、今回より毎年 1 月の第 2日曜日に変更になりました。露天販売以外にも各種イベントが行われ

ます。 

 ※天候・新型コロナウイルス感染症の状況等により、中止・変更の可能性あり 

○日   時  2022 年 1 月 9 日（日） ＜毎年 1月第 2 日曜日開催＞ 

○場   所  JR 西那須野駅前（桜通り）（那須塩原市扇町） 

○交通ガイド  電 車：JR 西那須野駅から徒歩約 3 分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 12 分 

○問い合わせ  西那須野商工会 TEL 0287-36-0697 

 

15．太子祭～丸太を角材にする伝統技術を披露～〔大田原市〕 

 建築の神様として聖徳太子を祀る大田原神社で、新春恒例の「太子祭」が行われます。この祭り

は、江戸中期から建築業者の仕事始めの儀式として続いています。当日は、建築業関係者が境内の

聖徳太子碑前に参列し、建築作業の安全や商売繁盛を祈願します。 

 大工10人が烏帽子
え ぼ し

と狩衣
かりぎぬ

の装束で鋸や手斧等を使い、丸太を角材にする伝統技術を披露します。

この作業は、今ではほとんど見ることができない古式豊かな儀式です。 

○日   時  2022 年 1 月 10 日（月・祝）11:00～12:30 

○場   所  大田原神社（大田原市山の手 2-2039） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から関東バス五峰の湯線で約 15 分 

「公園前」下車 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 20 分 

○備   考  マスク着用の上ご参加ください。 

○問い合わせ  大田原商工会議所 TEL 0287-22-2273 

 

16．春渡祭（おたりや）〔鹿沼市〕 

 火防祈願のほか、古いお札、お守り、熊手、破魔矢等を燃やし、無病息災を祈願します。 

午後 2時神輿前に於て鎮火祭（見学不可）を執行、境内にて古札焼納祭を執行した後、お札、お守

り等に点火します。 
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午後 3時から境内の神楽殿
かぐらでん

において「上殿太々神楽
かみどのだいだいかぐら

」を奉納します。 

※だるま、お飾り、門松、松飾、しめ飾りは基本的に燃やせないため預かりになります。 

○日   時  2022 年 1 月 10 日（月・祝） ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○備   考  ■主なスケジュール 

14:00～14:30 鎮火祭（見学不可） 

14:30～15:00 古札焼納祭 

15:00 点火～20:30 消火 

15:00～20:00 太々神楽奉納 

露店：約 70 店 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

            JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 

 

17．小山の初市〔小山市〕 

 1 年を通しての誘客を願い、毎年 1 月の成人の日に行われる初市です。会場内では、様々な出店

があり、おやまブランド品や開運だるまなどをお買い求めいただけるほか、飲食物の販売、餅つき

大会など新年を祝うイベントが盛りだくさんです。 

○日   時  2022 年 1 月 10 日（月・祝）10:00～15:00（予定） 

○場   所  まちの駅思季彩館、小山駅西口祇園城通り歩道、小山宿通り歩道 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約 2 分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○駐 車 場  小山市役所駐車場及び周辺の有料駐車場 

○問い合わせ  小山市商業観光課 TEL 0285-22-9273 

 

18．御筒粥
おつつがゆ

（足利市指定 民俗文化財）〔足利市〕※縮小開催 

 その年の作物の豊凶を占う珍しい神事です。氏子たちが大きな釜で粥を炊き、その中に葦
よし

の筒を

入れ、筒の中に入った米粒・小豆等の入り具合でその年の農作物の豊凶を占います。占いに使われ

た小豆粥を妊婦が食べると“安産”になるといわれ、今でもこの粥を妊婦に食べさせる風習が残っ

ています。 

○日   時  2022 年 1 月 16 日（日）13:00～ 

○場   所  御厨
みくりや

神社（足利市福富町 2018） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 25 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  御厨神社（小堀宮司） TEL 0284-71-0739 

 

19．出流
い ず る

寒晒
かんざら

しそばまつり〔栃木市〕 

 寒晒しそばとは、秋に収穫した蕎麦の実を 1 月の大寒の日を目処に 10 日間ほど凍るような清流

に晒してアク抜きをしてから作るそばで、雑味が取れて、ほのかな甘みと香り豊かでまろやかな味

わいを持ちます。 
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 香り高い「寒晒しそば」をぜひお召し上がりください。 

 ※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性あり 

○期   間  2022 年 1 月 20 日（木）～2月 28 日（月） 

○場   所  出流観光会加盟店（栃木市出流町） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅からふれあいバス（市コミュニティバス） 

寺尾線で約 70 分 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 30 分 

○問い合わせ  栃木市観光協会 TEL 0282-25-2356 

 

20．湯西川温泉かまくら祭〔日光市〕 

湯西川温泉の冬の風物詩「かまくら祭」は今回で 29 回目を迎え、1月下旬～3月上旬まで開催さ

れる予定です。 

湯西川温泉の平家のロマンを伝える観光施設「平家の里」がメイン会場となり、2009 年（平成

21 年）に「日本夜景遺産」に認定された沢口河川敷のミニかまくらを中心とし、湯西川温泉全体で

楽しめるイベントとなっています。 

メイン会場の「平家の里」（有料）には、ミニかまくらが並び、夜はミニかまくらにロウソクを

灯し、里全体を温かくライトアップします。その他、大きな雪のすべり台が楽しめる水の郷スノー

パーク会場（有料）など、メイン会場を含め湯西川温泉内に複数の会場（メイン会場を含め一部有

料会場有）があります。 

中でも、日本夜景遺産に認定された「沢口河川敷のミニかまくら」は、数百個のミニかまくらに

ロウソクの灯がともされ幻想的な世界が広がります。「死ぬまでに一度は見たい絶景」にも選ばれ

ています。 

○期   間  2022 年 1 月 29 日（土）～2月 28 日（月）17:30～21:00 

○場   所  湯西川温泉街（日光市湯西川） 

○交通ガイド  電 車：野岩鉄道会津鬼怒川線湯西川温泉駅から日光交通ダイヤルバス 

湯西川温泉行で約 20 分「湯西川温泉」下車 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 70 分 

○駐 車 場  無料 約 50 台 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

21．温泉寺
おんせんじ

節分大祭〔日光市〕 

参列頂いた皆様の無病息災を祈願する「節分追儺
つ い な

式」が行われます。本堂内の「節分追儺式」「豆

まき」のあと、「縁起ガラまき」が行われ、山里の一足早い節分を楽しむことができます。 

○日   時  2022 年 1 月 30 日（日）11:00～ 

○場   所  日光山温泉寺（日光市湯元 2559） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 90 分終点「湯元温泉」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  周辺に無料駐車場あり 

○問い合わせ  日光山中禅寺（立木観音） TEL 0288-55-0013 
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まつり・イベント情報（２月） 

 

１．太平山寒たまごまつり〔栃木市〕※未定 

 太平山の三大名物の 1 つである玉子焼き。日ごろの感謝を込めて、太平山神社に玉子を奉納した

後、玉子焼きと甘酒の無料配布を行います。 

（無料配布はまつり初日限定。以降は各茶店にて独自サービスあり） 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性あり 

○日   時  2022 年 2 月上旬 

○場   所  太平山神社（栃木市平井町 659） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅から関東バス「国学院行」で約 15 分 

終点下車 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 15 分 

○問い合わせ  太平山観光会 もみじ庵 TEL 0282-25-2388 

 

２．星の花まつり〔栃木市〕 

 四季の森星野は三峰山のふもとに位置するセツブンソウの自生地です。セツブンソウの自生地は

全国的にも珍しく、その群生の規模は日本一であり、自生の北限であるといわれています。 

また、数種類の蝋梅が約 50 本植えられており、梅やマンサクのほか、福寿草など珍しい山野草

も見ることができる草花の宝庫です。 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性あり 

○期   間  2022 年 2 月 1 日（火）～3月 31 日（木） 

○場   所  四季の森星野（栃木市星野町三峰 1045） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線・東武日光線栃木駅からふれあいバス（市コミュニティバス）

寺尾線で約 40 分「星野遺跡前」下車 

         車 ：東北自動車道栃木 IC から約 20 分 

○駐 車 場  無料 

○問い合わせ  栃木市観光振興課 TEL 0282-21-2373 

        栃木市観光協会 TEL 0282-25-2356 

 

３．第 13 回おひな様めぐり〔鹿沼市〕 

 歴史ある彫刻屋台のまち鹿沼にも、代々受け継がれてきた貴重なおひな様や、大事な思い出が詰

まったおひな様がたくさんあります。また、つるし飾りなども各所に展示します。そんなおひな様

を公開してくださるお店・ご自宅・公共施設などを、皆様にのんびりとご自由に巡っていただくイ

ベントです。昨年に引き続きおうちで楽しむオンラインおひな様めぐりも公開します。 

○期   間  2022 年 2 月 11 日（金・祝）～3月 6 日（日） 

        展示日と時間は、展示場所によって異なります。 

○場   所  中心市街地ほか（屋台のまち中央公園など）（鹿沼市銀座 1-1870-1）※屋内 

○備   考  展示場所のマップは、中心市街地などの公共施設（屋台のまち中央公園など）で

配布いたします。 

※屋台のまち中央公園の休園日：月曜日（祝日を除く）・祝日の翌日 

○交通ガイド  東北自動車道鹿沼 IC から車で約 15 分 

○駐 車 場  無料 30 台（屋台のまち中央公園） 

○問い合わせ  （一社）鹿沼市観光協会（屋台のまち中央公園内） 

TEL 0289-60-6070 FAX 0289-62-5666 
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４．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

 御本社において「節分厄除祈禱祭」を斎行し、それぞれの祭典終了後、五重塔前の特設舞台で鬼

鎮めの舞（暴れる鬼を鎮める巫女舞）、古式鳴弦の儀（弓の弦を引き鳴らして邪気を払う）、豆ま

き（当たり付き豆袋あり）、ガラまきを行います。 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木） 

        御本社内祈祷式 10:00、11:00、13:00、14:00 

○場   所  日光東照宮五重塔前（日光市山内 2301） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光東照宮 TEL 0288-54-0560 

 

５．節分会追儺式
せつぶんえついなしき

〔日光市〕※詳細未定 

本堂（三仏堂）で、輪王寺門跡大僧正の御導師のもと、一山僧侶総出仕にて、年男・年女が参列

し「大護摩供」、「大般若経転読」などの大法要が行なわれ、年男・年女たちが堂内で豆まきを行

います。 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木） 

○場   所  日光山輪王寺三仏堂（日光市山内 2300） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「神橋」下車徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光山輪王寺 TEL 0288-54-0531 

 

６．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

恒例の年男年女節分厄除祈祷祭が執行され、祭典後、参列者による豆まき行事が行なわれます。          

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木）16:00～ 

○場   所  日光二荒山神社拝殿前（日光市山内 2307） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス奥細尾行、中禅寺

温泉行、湯元温泉行、世界遺産めぐりバスで約 10 分 

「西参道入口」下車徒歩約 8分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○駐 車 場  有料 施設周辺分散 100 台以上 

○問い合わせ  日光二荒山神社 TEL 0288-54-0535 

 

７．節分祭〔日光市〕※詳細未定 

節分厄除祈祷祭が執行され、祭典終了後は参列者による鬼やらい、豆まきが行なわれます。 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木）15:00～ 

○場   所  日光二荒山神社中宮祠（日光市中宮祠 2484） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で 

約 50 分「二荒山神社中宮祠」下車 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 30 分 
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○駐 車 場  無料 50 台 他有料駐車場あり 

○問い合わせ  日光二荒山神社中宮祠 TEL 0288-55-0017 

 

８．古峯神社 節分祭〔鹿沼市〕 

 立春前日の節分の日、季節の変わり目にふりかかる災厄や邪気を祓う「節分祭追儺式
ついなしき

」という儀

式が執り行われます。祭典への参列には、事前のお申込みが必要となります。 

午前 11 時と午後 5時の 2 回に分けて「豆まき」が行われます。 

※節分祭追儺式への参加料：2 万円 

＜今回の節分祭では一般の方の追儺式への参加はできません＞ 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木） ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  古峯神社（鹿沼市草久 3027）※屋外 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅からリーバス「古峰原線」で約 55 分または 

JR 日光線鹿沼駅からリーバス「古峰原線」で約 65 分 

「古峯神社」下車徒歩約 1分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 45 分 

○駐 車 場  無料 300 台 

○問い合わせ  古峯神社 TEL 0289-74-2111 FAX 0289-74-2539 

 

９．今宮神社 節分祭〔鹿沼市〕 

 氏子崇敬者から募集をした年男・年女を迎え、午後 2 時と 2 時 30 分の 2 回に分けて神楽殿から

厄落としを祈願し、豆まきをします。 

※豆まきを行なう場合の受付料金は 1万 5 千円（年男・年女以外の参加も可能） 

※節分厄除祓い初穂料は 5千円 

＜今回の開催では年男・年女の豆まきはありません＞ 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木） ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  今宮神社（鹿沼市今宮町 1692）※屋外 

○交通ガイド  電 車：東武日光線新鹿沼駅から徒歩約 15 分 

JR 日光線鹿沼駅から徒歩約 20 分 

         車 ：東北自動車道鹿沼 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無し 

○問い合わせ  今宮神社 TEL 0289-62-2679 FAX 0289-63-1477 

 

10．節分鎧年越【足利市】※予定 

 足利に春を呼ぶ伝統行事「鎧年越」が節分の夜に行われ、坂東武者に扮した市民 200 人余りが参

加する行列が勇壮に繰り広げられます。市長扮する主将を中心に鎧・冑
かぶと

に身を固めた坂東武者が、

法螺貝・陣太鼓を鳴らしながら歴史絵巻さながらに大通りを行進し、織姫公民館から鑁阿寺
ば ん な じ

までの

約 1.3 キロメートルを 1 時間ほどかけて練り歩きます。 

足利氏宅跡の鑁阿寺に到着すると、市長が足利氏代々の供養と市の繁栄を祈願し「願文
がんもん

」を奉読

します。本堂で武者たちが追儺式
ついなしき

（豆まき）を行った後、本堂裏手に移動して「エイ、エイ、オー」

と勇ましく勝どきを上げます。 

 「鎧年越」は、約 750 年前の鎌倉時代中期、足利義兼の孫・泰氏（源姓足利氏 4代目）が一族の

結束と勢力を誇示するため、坂東武者 500 騎を鑁阿寺南大門に勢揃いさせたという故事にちなんだ

古式ゆかしい行事です。 

1915 年（大正 4年）繊維業者を中心に復活し、足利を代表する伝統行事として 100 年以上受け継が

れています。 
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※現在開催の方向で調整中ですが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては規模の縮小

や中止とさせていただくこともございます。 

○日   時  2022 年 2 月 3 日（木）18:30～ ＜毎年同日開催＞ 

○場   所  織姫公民館（足利市通 6 丁目 3165-1）～鑁阿寺（足利市家富町 2220） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

            北関東自動車道太田桐生 IC から約 15 分 

○問い合わせ  立春会（事務局：鑁阿寺） TEL 0284-41-2627 

 

11．第 6 回 塩原のんびり湯っくり雛めぐり〔那須塩原市〕 

 参画施設が雛飾りで塩原温泉街を彩ります！のんびり湯っくり塩原を楽しんでみてはいかがで

しょうか。（イベント、スタンプラリー詳細は塩原温泉観光協会へ） 

○期   間  2022 年 2 月 5 日（土）～3月 27 日（日） 

○場   所  那須塩原市塩原地区 

○料   金  参加費無料 

○問い合わせ  塩原温泉観光協会 

TEL 0287-32-4000  HP http://www.siobara.or.jp/ 

 

12．道の駅東山道伊王野寒晒しそばまつり〔那須町〕※予定 

 寒晒しそばは、そばの実を冷水に浸してあくを抜き、寒風にさらすことで甘みが増すといわれ、

東北地方などで盛んに行われています。 

道の駅東山道伊王野の「寒晒しそばまつり」では、那須町の冷水と寒風で甘みを増したそばを用

意しています。 

○日   時  2022 年 2 月中旬 

○場   所  道の駅東山道伊王野（水者館）（那須郡那須町大字伊王野 459） 

○交通ガイド  東北自動車道那須 IC から車で約 20 分 

○駐 車 場  無料 約 130 台 

○問い合わせ  道の駅東山道伊王野 TEL 0287-75-0653 

 

13．録事尊大祭
ろくじそんたいさい

〔鹿沼市〕※開催規模未定 

 建久元年 1190 年に没した、名医中野智元（録事法眼）を祀ったお寺です。中野智元は、娘の病

気の原因を究明するため、日本で初めて解剖を行ったといわれています。その後、後鳥羽上皇の病

気を治癒させた功により、“録事法眼”の名を賜りました。こうして名医として有名となった智元
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のところへは、雷様も訪れ、お灸をすえて病気を治したと言われ、雷除けのお寺として知られてい

ます。地元では、録事様と呼ばれ親しまれており、彼岸花が見事な景観となるお寺としても有名で

す。 

毎年 2月 11 日は録事尊の縁日として、多くの信者と子供達で賑わい、露店も立ち並びます。 

○日   時  2022 年 2 月 11 日（金・祝）10:00～15:00 頃まで ＜毎年同日開催＞ 

        展示日と時間は、展示場所によって異なります。 

○場   所  常楽寺（録事尊）（鹿沼市下粕尾 949）※屋外 

○交通ガイド  東北自動車道栃木 IC から車で約 25 分 

        東北自動車道鹿沼 IC から車で約 30 分 

○駐 車 場  無料 30 台 

○問い合わせ  常楽寺（録事尊） TEL 0289-83-0971 

 

14．あしかが『美』食まつり 2022〔足利市〕 

 足利市内の農家の方々が手塩にかけて育てたJA足利の農産物ブランドである「あしかが美人®」。

その中のトマト・アスパラガス・いちごが、旬を迎える時期、市内の飲食店とコラボレーションし

て珠玉のメニューとなって登場します。今回もスタンプラリーやインスタグラムでの投稿を促すた

めの景品抽選など、沢山の方にご参加いただけるよう様々な工夫を凝らしておりますので、ぜひご

参加・ご賞味ください。 

○期   間  2022 年 2 月 19 日（土）～5月 8日（日）各協賛店舗の営業時間内 

○場   所  足利市内協賛店舗各店（協賛店舗 27 店舗、30 品目） 

○問い合わせ  （一社）足利市観光協会（事務局） TEL 0284-43-3000 

 

15．大田原藩主墓前祭〔大田原市〕 

 大田原市の菩提寺である光真寺は、1545 年（天文 14 年）、大田原備前守資清が創建し、資清の

兄麟道和尚が開山第一世です。歴代の大田原藩主墓前祭の後、県指定無形文化財である城鍬舞
しろくわまい

が奉

納されます。 

○日   時  2022 年 2 月 23 日（水・祝） 

○場   所  光真寺（大田原市山の手 2-11-14） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線西那須野駅から関東バス馬頭線または五峰の湯線で約 10 分 

「山の手一丁目」下車徒歩約 5 分 

         車 ：東北自動車道西那須野塩原 IC から約 25 分 

            東北自動車道矢板 IC から約 30 分 

○問い合わせ  光真寺 TEL 0287-22-2033 
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まつり・イベント情報（３月） 

 

１．御田植
お た う え

祭（足利市指定 民俗文化財）〔足利市〕※縮小開催 

その年の秋の豊作を祈願する神事「御田植」は、数百年続く伝統行事と言われています。 

当日は、早朝に神社の前に氏子全員が集まり、神職が昔ながらの農機具を使い、「わら」を種苗

や刈穂に見立てて、苗代つくりから田植え、刈入れといった一連の農作業を氏子の人たちとともに

行います。この時に使った「わら」は、田植えの際に苗を束ねるのに使用するとイナゴや害虫の被

害を受けずに済み、豊作になるとの言い伝えから、氏子の農家に分けられます。 

○日   時  2022 年 3 月 6 日（日）10:00～ 

○場   所  御厨
みくりや

神社（足利市福富町 2018） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 25 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  御厨神社（小堀宮司） TEL 0284-71-0739 

 

２．雪割草
ゆきわりそう

展示即売会〔日光市〕 

 会員自慢の可憐な春告げ草、雪割草を展示販売します。 

○期   間  2022 年 3 月 10 日（木）～3月 14 日（月）9:00～16:00 

○場   所  今市宿市縁ひろば（日光市今市 600-1） 

○交通ガイド  電 車：東武日光線上今市駅から徒歩約 5分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約 5分 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

３．弓取り童子〔日光市〕※詳細検討中 

 落合地区の小倉にある三所
さ ん し ょ

神社で開催される祭礼で、2 人の男の子が弓で的を射るものです。的

の裏には「鬼」の字が逆さまに書かれており、的を射抜くと悪霊を追い払えると伝えられています。 

○日   時  2022 年 3 月 13 日（日）※予定 

        ■祭典  10:00～ 

        ■弓取り 11:00 頃～ 

○場   所  三所神社（日光市小倉 121） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線文挟駅から徒歩約 10 分 

         車 ：日光宇都宮道路大沢 IC から約 13 分 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

４．一ツ樅
ひとつもみ

の獅子舞〔那須町〕※予定 

 獅子舞は 3 月の馬頭観音様、9月の御富士山（浅間様）、鎮守様にそれぞれ奉納され、家内安全、

五穀豊穣、馬の安全、火伏せなどを祈願します。舞は、火ばさみ流、ささら荒神などと呼ばれ動き

が活発で荒々しく踊りが大きいのが特徴です。 

○日   時  2022 年 3 月 20 日（日） 

○場   所  一ツ樅地区馬頭観音（那須町高久丙） 

○交通ガイド  東北自動車道那須 IC から車で約 15 分 

○問い合わせ  那須歴史探訪館 TEL 0287-74-7007 
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５．真岡の一万本桜まつり〔真岡市〕※詳細未定 

 真岡市内の各所で行われる桜まつり。北真岡駅沿線に延びる桜並木や、根本山の桜、行屋川
ぎょうやがわ

の両

岸を彩るソメイヨシノなど、数々のお花見スポットがあります。また、土曜日・日曜日には、満開

の桜と菜の花とともに真岡鐵道のＳＬを見ることができます。 

※新型コロナウイルス感染症の状況によってはイベントを中止する場合があります。 

○期   間  2022 年 3 月中旬～4月下旬（予定） 

○場   所  真岡市内各所 

○交通ガイド  開催場所により異なる 

○問い合わせ  真岡市観光協会 TEL 0285-82-2012 

 

６．鑁阿寺
ば ん な じ

お堀桜ライトアップ〔足利市〕※詳細未定 

足利氏宅城趾鑁阿寺では、毎年実行委員会が中心となってお堀桜のライトアップを開催し、多く

の人に楽しんでいただいております。満開の桜がお堀に映る姿、ライトアップをお楽しみ頂けます。

さらにお堀に浮かぶ桜の花びらが幻想的で美しいと好評です。 

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して、規模を縮小しての開催となる場合もございます。 

○期   間  2022 年 3 月下旬～4月上旬（予定） 

○場   所  鑁阿寺太鼓橋西側（足利市家富町） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

○問い合わせ  鑁阿寺お堀桜ライトアップ実行委員会 TEL 0284-41-8144（大竹宅） 

 

７．岩崎観世音大祭
いわさきかんぜおんたいさい

〔日光市〕※詳細検討中 

 奥の院にある小さな祠には、子授け・安産の仏様「鶴の子観音」が祀られており、参拝者は生卵

を 1個もらい、子供が生まれたらお礼として卵を 2個返すというお祭りです。毎年 3月最終日曜日

に開催されます。 

○日   時  2022 年 3 月 27 日（日）8:00～14:00 ※予定 

○場   所  岩崎観世音堂（日光市岩崎 1686） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線文挟駅から徒歩約 20 分 

         車 ：日光宇都宮道路大沢 IC から約 20 分 

○備   考  ・卵の配布は実施予定 

        ・崩落のため、奥の院の参拝不可 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 
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期日 名称 市町名 場所 問い合わせ TEL

11月下旬
～１月３日（月）

中止 グリムの森イルミネーション 下 野 市
グリムの森
（下野市下古山747）

下野市ウインター活性化推進協議会 0285-53-1829

12月 中止 おもちゃ団地チャリティーバザール 壬 生 町
壬生町総合公園内C駐車場
（下都賀郡壬生町大字国谷）

おもちゃ団地協同組合 0282-86-0331

12月 中止 壬生町ゆうがおマラソン大会 壬 生 町
壬生町総合公園陸上競技場
ほか周辺
（下都賀郡壬生町大字国谷）

壬生町ゆうがおマラソン大会
実行委員会事務局

0282-82-2345

12月上旬 中止
そば天国
（スタンプラリーに変更）

鹿 沼 市
鹿沼市花木センター
（鹿沼市茂呂2086-1）

鹿沼そば振興会
（鹿沼市農政課内）

0289-63-2192

12月中旬 中止 はが路ふれあいマラソン 真 岡 市 井頭公園スタート
はが路ふれあいマラソン
実行委員会事務局

0285-82-9151

1月3日（月） 中止
発光路の強飯式
（ほっこうじのごうはんしき）

鹿 沼 市
発光路公民館
（郷土文化保存伝習館）
（鹿沼市上粕尾発光路740）

（一社）鹿沼市観光協会
（まちの駅 新・鹿沼宿内）

0289-60-2507

1月16日（日） 中止 初市（黒田原） 那 須 町 黒田原地区　役場前通り 那須町商工会 0287-72-0231

1月22日（土） 中止 花市 鹿 沼 市 末広通り周辺
（一社）鹿沼市観光協会
（まちの駅 新・鹿沼宿内）

0289-60-2507

1月30日（日） 中止 節分祭（医王寺） 鹿 沼 市
東高野山弥勒院　医王寺
（鹿沼市北半田1250）

東高野山弥勒院　医王寺 0289-75-2399

2月11日（金・祝） 中止 今市花市 日 光 市
今市駅前通り・図書館前中央町通り
（日光市中央町）

今市花市実行委員会
（日光商工会議所内）

0288-30-1171

※内容の詳細は、各問い合わせ先にお問い合わせください。

まつり・イベント　中止・延期情報
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ラ

／
ム

ス
カ

リ
／

花
桃

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

1
5
分

ま
た

は
鹿

沼
IC

か
ら

約
3
0

分

花
農

場
あ

わ
の

T
E
L
　

0
2
8
9
-
8
3
-
7
7
8
7

蝋
梅

1
月

中
旬

～
3
月

中
旬

上
永

野
 蝋

梅
の

里
（
鹿

沼
市

上
永

野
2
7
3
 永

野
小

学
校

裏
）

日
本

最
多

の
４

種
（
満

月
、

素
心

、
基

本
種

、
原

種
）
を

鑑
賞

で
き

、
国

内
で

唯
一

、
基

本
種

を
観

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
＜

開
園

時
期

は
1
2
月

1
5
日

（
水

）
～

3
月

中
旬

＞

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

2
0
分

ま
た

は
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

(一
社

)鹿
沼

市
観

光
協

会
（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

）
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鑁
阿

寺
（
足

利
市

家
富

町
2
2
2
0
）

【
電

車
】

・
J
R

両
毛

線
足

利
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
徒

歩
約

1
5
分

【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
0
分

足
利

市
観

光
振

興
課

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
担

当
T
E
L
　

0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一

社
）
足

利
市

観
光

協
会

T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

冬
ボ

タ
ン

1
月

中
旬

～
2
月

下
旬

冬
に

咲
く
ボ

タ
ン

は
、

雪
囲

い
が

さ
れ

、
可

愛
ら

し
い

印
象

で
す

。
雪

ん
子

の
よ

う
に

も
見

え
ま

す
。

寒
椿

・
寒

紅
梅

1
月

中
旬

～
2
月

下
旬

冬
の

白
い

空
気

感
を

か
え

て
く
れ

る
寒

紅
梅

、
春

へ
の

一
歩

を
感

じ
さ

せ
て

く
れ

る
可

愛
ら

し
い

花
を

楽
し

ん
で

く
だ

さ
い

。

福
寿

草
1
月

下
旬

～
3
月

上
旬

蝋
梅

1
月

中
旬

セ
ツ

ブ
ン

ソ
ウ

2
月

下
旬

～
3
月

上
旬

栃 木 市

四
季

の
森

星
野

（
栃

木
市

星
野

町
三

峰
1
0
4
5
）

四
季

の
森

星
野

は
三

峰
山

の
ふ

も
と

に
位

置
す

る
セ

ツ
ブ

ン
ソ

ウ
の

自
生

地
で

す
。

セ
ツ

ブ
ン

ソ
ウ

の
自

生
地

は
全

国
的

に
も

珍
し

く
、

そ
の

群
生

の
規

模
は

日
本

一
で

あ
り

、
自

生
の

北
限

で
あ

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
数

種
類

の
ロ

ウ
バ

イ
が

約
５

０
本

植
え

ら
れ

て
お

り
、

梅
や

マ
ン

サ
ク

の
ほ

か
、

フ
ク

ジ
ュ

ソ
ウ

な
ど

珍
し

い
山

野
草

も
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
電

車
】

J
R

両
毛

線
・
東

武
日

光
線

栃
木

駅
か

ら
ふ

れ
あ

い
バ

ス
で

約
4
0
分

「
星

野
遺

跡
前

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

栃
木

市
観

光
振

興
課

T
E
L
　

0
2
8
2
-
2
1
-
2
3
7
3

栃
木

市
観

光
協

会
T
E
L
　

0
2
8
2
-
2
5
-
2
3
5
6

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
4
9
3
9

1
月

上
旬

～
3
月

上
旬

足 利 市

各
　

地
　

の
　

花
　

だ
　

よ
　

り

鹿 沼 市

蝋
梅

あ
し

か
が

フ
ラ

ワ
ー

パ
ー

ク
（
足

利
市

迫
間

町
6
0
7
）

香
し

い
匂

い
た

つ
蝋

梅
は

、
黄

色
い

蝋
燭

の
よ

う
な

花
が

印
象

的
で

す
。

【
電

車
】

・
Ｊ
Ｒ

両
毛

線
あ

し
か

が
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

駅
か

ら
徒

歩
約

3
分

・
J
R

両
毛

線
富

田
駅

か
ら

徒
歩

約
1
3
分

、
・
東

武
伊

勢
崎

線
足

利
市

駅
か

ら
車

で
約

3
0
分

（
土

日
祝

：
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行
日

あ
り

ま
す

）

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
8
分

・
北

関
東

自
動

車
道

太
田

桐
生

IC
か

ら
約

2
0
分

・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

1
5
分

・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
2
分
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市
町

名
施

設
名

住
　

所
問

い
合

わ
せ

期
　

間
区

　
分

個
　

人
団

　
体

小
学

生
以

上
1
,5

0
0
円

1
,4

0
0
円

3
歳

以
上

～
小

学
生

未
満

1
,3

0
0
円

1
,2

0
0
円

小
学

生
以

上
1
,4

0
0
円

1
,3

0
0
円

3
歳

以
上

～
小

学
生

未
満

1
,2

0
0
円

1
,1

0
0
円

小
学

生
以

上
1
,3

0
0
円

1
,2

0
0
円

3
歳

以
上

～
小

学
生

未
満

1
,1

0
0
円

1
,0

0
0
円

小
学

生
以

上
9
0
0
円

9
0
0
円

3
歳

以
上

～
小

学
生

未
満

6
0
0
円

6
0
0
円

期
　

間
個

人
団

体

1
2
月

1
8
日

（
土

）
～

1
.6

0
0
円

1
月

・
2
月

1
,5

0
0
円

1
,3

0
0
円

3
月

～
4
月

7
日

（
木

）
1
,4

0
0
円

1
,2

0
0
円

4
月

8
日

（
金

）
～

5
月

8
日

（
日

）
1
,0

0
0
円

9
0
0
円

い
ち

ご
狩

り
情

報

J
A

は
が

野
益

子
フ

レ
ッ

シ
ュ

直
売

所

【
T
E
L
】

0
2
8
5
-
7
2
-
8
7
6
8

【
F
A

X
】

0
2
8
5
-
7
2
-
6
5
8
2

【
H

P
】

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.1
5
d
an

n
c
h
i.s

ak
u
ra

.n
e
.jp

J
A

は
が

野
　

益
子

観
光

い
ち

ご
団

地
芳

賀
郡

益
子

町
塙

5
2
7
-
6

益 子 町

井
頭

観
光

い
ち

ご
園

真
岡

市
上

大
田

和
3
0
0
6

真 岡 市

内
　

　
　

容

井
頭

フ
レ

ッ
シ

ュ
直

売
所

（
あ

ぐ
り

っ
娘

）
井

頭
観

光
い

ち
ご

園

T
E
L
　

0
2
8
5
-
8
1
-
1
1
4
1

期
間

：
2
0
2
2
年

1
月

2
日

（
日

）
～

5
月

1
5
日

（
日

）
入

園
受

付
時

間
：
9
:0

0
～

1
5
:0

0
（
土

・
日

・
祝

日
 1

5
:3

0
）

※
1
5
名

様
以

上
で

団
体

料
金

と
な

り
ま

す
。

（
要

予
約

）
※

終
了

日
に

つ
き

ま
し

て
は

、
状

況
に

よ
り

変
更

に
な

る
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
。

1
月

2
日

～
2
月

末

3
月

1
日

～
4
月

3
日

4
月

4
日

～
5
月

5
日

5
月

6
日

～
1
5
日

料
金

（
税

込
）

料
金

（
税

込
）

期
間

：
団

体
　

1
2
月

1
8
日

（
土

）
～

5
月

8
日

（
日

）
　

　
　

　
個

人
　

1
月

2
日

（
日

）
～

5
月

8
日

（
日

）
受

付
時

間
：
9
:3

0
～

1
5
:3

0
（
6
0
分

間
食

べ
放

題
）

休
園

日
：
1
月

1
日

（
土

）
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市
町

名
施

設
名

住
　

所
問

い
合

わ
せ

い
ち

ご
狩

り
情

報

内
　

　
　

容

期
　

間
料

　
金

1
2
月

1
,8

0
0
円

1
月

～
3
月

1
,7

0
0
円

4
月

～
5
月

1
,6

0
0
円

3
歳

～
小

学
生

（
シ

ー
ズ

ン
統

一
）

1
,2

0
0
円

※
0
歳

～
3
歳

未
満

は
無

料
で

す
。

M
as

h
ik

o
 S

tr
aw

b
e
rr

y 
F
ar

m
芳

賀
郡

益
子

町
長

堤
2
2
7
1

道
の

駅
ま

し
こ

【
T
E
L
】

0
2
8
5
-
7
2
-
5
5
3
0

【
E
-
M

ai
l】

in
fo

＠
m

-
m

as
h
ik

o
.c

o
m

【
H

P
】

h
tt

p
:/

/
m

-
m

as
h
ik

o
.c

o
m

吉
村

農
園

芳
賀

郡
益

子
町

塙
5
2
0

吉
村

農
園

【
T
E
L
】

0
2
8
5
-
7
2
-
8
1
8
9

0
8
0
-
1
1
8
3
-
2
8
8
6

【
H

P
】

h
tt

p
:/

/
yo

sh
im

u
ra

-
n
o
u
e
n
-
1
9
8
5
.c

o
m

期
間

：
1
月

上
旬

～
5
月

中
旬

時
間

：
1
0
:0

0
～

1
5
:0

0
受

付
：
道

の
駅

ま
し

こ
定

休
日

：
毎

月
第

2
火

曜
日

料
金

：
未

定

益 子 町

期
間

：
1
2
月

1
日

（
水

）
～

5
月

中
旬

頃
時

間
：
9
:0

0
～

1
6
:0

0
※

い
ち

ご
が

な
く
な

り
次

第
終

了
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直
売

・
い

ち
ご

狩
り

詳
細

品
種

【
直

 売
 期

 間
】
1
2
月

中
旬

～
期

間
大

人
小

学
生

幼
児

シ
ル

バ
ー

【
苺

狩
り

期
間

】
1
月

3
日

～
　

1
0
:0

0
～

1
5
:0

0
　

　
　

  
  
  
  
 完

全
予

約
制

  
 1

0
:0

0
～

1
4
：
3
0
（
受

付
時

間
）

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
予

約
フ

ォ
ー

ム
か

ら
来

園
3
日

前
ま

で
予

約
O

K
！

　
 そ

れ
以

降
は

直
接

電
話

に
て

ご
確

認
く
だ

さ
い

。
　

　
※

生
産

状
況

に
よ

り
予

約
不

可
の

場
合

あ
り

【
直

 売
 期

 間
】
1
1
月

2
0
日

～
期

間
大

人
小

学
生

幼
児

シ
ル

バ
ー

【
苺

狩
り

期
間

】
1
月

3
日

(月
)～

5
月

3
1
日

(火
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1
0
:0

0
～

1
5
:0

0
最

終
受

付
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

予
約

フ
ォ

ー
ム

か
ら

来
園

3
日

前
ま

で
予

約
O

K
！

　
　

F
A

X
：
0
2
8
9
-
6
0
-
0
1
7
6

◆
当

日
予

約
可

能
（
要

連
絡

：
1
0
～

1
6
時

)
　

　
※

予
約

な
し

の
場

合
は

当
日

の
予

約
状

況
に

よ
り

利
用

可
能

　
　

※
生

産
状

況
に

よ
り

予
約

不
可

の
場

合
あ

り

【
直

 売
 期

 間
】
1
2
月

2
1
日

～
5
月

上
旬

期
間

大
人

小
学

生
小

学
生

未
満

【
苺

狩
り

期
間

】
1
2
月

2
4
日

～
5
月

上
旬

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
　

（
最

終
受

付
 1

1
:3

0
）

1
3
:0

0
～

1
5
:0

0
　

（
最

終
受

付
 1

4
:3

0
）

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
予

約
フ

ォ
ー

ム
か

ら
予

約
O

K
！

◆
オ

ン
ラ

イ
ン

予
約

カ
ー

ド
決

済
可

(じ
ゃ

ら
ん

)

【
直

 売
 期

 間
】
1
2
月

1
日

～
5
月

上
旬

【
地

 方
 発

 送
】
1
2
月

1
日

～
3
月

3
1
日

※
「
出

会
い

の
森

い
ち

ご
園

」
入

園
料

金
条

件
：
〔
小

学
生

〕
4
月

以
降

の
新

中
学

1
年

生
は

小
学

生
適

用
。

〔
幼

児
〕
3
歳

～
適

用
、

4
月

以
降

の
新

小
学

1
年

生
は

幼
児

適
用

。
〔
シ

ル
バ

ー
〕
家

族
等

と
同

行
し

、
6
5
歳

以
上

の
証

明
必

要
。

※
2
0
2
1
年

1
2
月

時
点

※
2
歳

以
下

無
料

2
,3

0
0

1
,7

0
0

1
,2

0
0

0
2
8
9
-
6
3
-
4
8
0
9

定
休

日

1
,7

0
0

1
,5

0
0

1
,7

0
0

1
,5

0
0

1
,3

0
0

入
園

料
金

(参
考

)

４
５

分
間

食
べ

放
題

※
料

金
区

別
条

件
は

表
下

に
記

載

1
,5

0
0

1
,7

0
0

住
所

電
話

番
号

定
休

日

営
業

時
間

住
所

1
0
:0

0
～

1
6
:3

0
（
販

売
）

住
所

電
話

番
号

営
業

時
間

〒
3
2
2
-
0
0
7
1

鹿
沼

市
見

野
1
1
0
2

営
業

時
間

い
ち

ご
狩

り
・
直

売
情

報
 〔

鹿
沼

市
〕

＜
お

出
か

け
の

際
は

各
い

ち
ご

園
へ

ご
確

認
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
ま

た
感

染
症

対
策

に
ご

協
力

く
だ

さ
い

。
＞

施
設

情
報

〒
3
2
2
-
0
0
2
6

鹿
沼

市
茂

呂
2
0
8
6
-
1

(鹿
沼

市
花

木
セ

ン
タ

ー
内

）

0
2
8
9
-
7
6
-
1
0
0
0

木
曜

日
(2

月
末

迄
)

年
末

年
始

1
2
/
3
0
～

1
/
2

1
0
:0

0
～

1
5
:0

0

1
,9

0
0

と
ち

お
と

め
と

ち
あ

い
か

と
ち

ひ
め

ス
カ

イ
ベ

リ
ー

ミ
ル

キ
ー

ベ
リ

ー
(販

売
の

み
)

出 会 い の 森 い ち ご 園

ベ リ ー ち ゃ ん ハ ウ ス

出 会 い の 森 い ち ご 園

（ 本 店 ）

ベ リ ー ズ フ ァ ン わ た な べ い ち ご 園

住
所

電
話

番
号

無
休

（
1
月

1
日

休
み

）

定
休

日

定
休

日

〒
3
2
2
-
0
0
2
6

鹿
沼

市
酒

野
谷

9
2
9
-
1

0
2
8
9
-
6
0
-
0
1
7
5

木
曜

日
（
祝

日
の

場
合

営
業

）

1
0
:0

0
～

1
6
:0

0

〒
3
2
2
-
0
5
3
4

鹿
沼

市
亀

和
田

6
7
-
1

0
5
0
-
3
7
0
2
-
6
4
2
1
(1

6
：
0
0
迄

)

※
料

金
区

別
条

件
は

表
下

に
記

載

4月
(G
W
ま
で
)

営
業

時
間

不
定

休

1
0
:0

0
～

1
5
:0

0

電
話

番
号

４
５

分
間

食
べ

放
題

1
,9

0
0

1
,7

0
0

【
狩

り
】

と
ち

お
と

め
と

ち
あ

い
か

【
販

売
】

と
ち

お
と

め
と

ち
あ

い
か

と
ち

ひ
め

ス
カ

イ
ベ

リ
ー

ミ
ル

キ
ー

ベ
リ

ー
や

よ
い

ひ
め

と
ち

お
と

め
と

ち
あ

い
か

と
ち

ひ
め

ス
カ

イ
ベ

リ
ー

や
よ

い
ひ

め
女

峰
よ

つ
ぼ

し
紅

ほ
っ

ぺ
お

い
C

ベ
リ

ー

女
峰

と
ち

ひ
め

1・
2月 3月 4月

(G
W
ま
で
)

1・
2月

2
,2

0
0

2
,0

0
0

1
,8

0
0

2
,0

0
0

1
,8

0
0

1
,6

0
0

３
０

分
間

食
べ

放
題

（
延

長
料

金
有

）

1
,5

0
0

1
,3

0
0

3月

1
,4

0
0

1
,2

0
0

1
,2

0
0

1
,2

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

大
解

剖
！

日
本

画
の

ミ
リ

ョ
ク

近
代

に
生

ま
れ

、
今

も
進

化
を

続
け

る
日

本
画

。
彩

色
に

は
岩

絵
具

や
墨

、
支

持
体

に
は

絹
や

紙
、

表
装

に
は

軸
・
額

・
屏

風
・
巻

子
と

、
そ

の
技

法
や

形
式

は
実

に
様

々
で

す
。

本
展

は
、

当
館

所
蔵

の
日

本
画

を
「
色

・
支

持
体

・
表

装
」
の

３
つ

の
視

点
か

ら
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
奥

深
い

魅
力

に
迫

り
ま

す
。

1
1
月

2
0
日

（
土

）
～

1
月

2
3
日

(日
)

9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

山
水

百
景

「
山

水
画

」
は

、
画

家
の

胸
中

に
あ

る
理

想
郷

を
モ

チ
ー

フ
と

し
た

も
の

で
す

。
近

代
で

は
主

に
日

本
画

家
に

よ
っ

て
描

か
れ

ま
し

た
が

、
現

代
に

お
い

て
は

日
本

画
・
洋

画
を

問
わ

ず
描

か
れ

て
い

ま
す

。
本

展
は

小
杉

放
菴

、
吉

田
博

、
大

山
魯

牛
、

入
江

観
ら

近
現

代
の

画
家

た
ち

が
手

が
け

た
山

水
画

を
な

ら
べ

、
そ

の
豊

か
な

諸
相

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
。

1
月

2
9
日

（
土

）
～

4
月

3
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

那 須 塩 原 市

那
須

野
が

原
博

物
館

企
画

展
「
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
×

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

－
博

物
館

っ
て

な
に

す
る

と
こ

ろ
？

－
」

1
2
月

2
5
日

（
土

）
～

4
月

1
0
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

2
0
0
円

（
1
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

1
0
0
円

（
5
0
円

）
※

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
休

日
の

場
合

は
開

館
）
、

年
末

年
始

（
1
2
月

2
9
日

～
1
月

3
日

）
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
予

定
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

【
電

車
】

・
J
R

宇
都

宮
線

西
那

須
野

駅
ま

た
は

那
須

塩
原

駅
か

ら
J
R

バ
ス

塩
原

温
泉

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
行

で
「
三

島
農

場
」
下

車
徒

歩
3
分

・
J
R

宇
都

宮
線

西
那

須
野

駅
か

ら
ゆ

ー
バ

ス
西

那
須

野
内

循
環

線
で

「
那

須
野

が
原

博
物

館
」

下
車

、
徒

歩
す

ぐ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
西

那
須

野
塩

原
IC

か
ら

約
5
分

0
2
8
7
-
3
6
-
0
9
4
9

足 利 市

栗
田

美
術

館
（
足

利
市

駒
場

町
1
5
4
2
）

【
栗

田
美

術
館

特
集

陳
列

　
伊

萬
里

焼
の

変
遷

と
銘

】
銘

と
は

主
に

茶
道

具
を

中
心

に
形

成
さ

れ
た

概
念

で
、

工
芸

品
に

つ
け

ら
れ

た
愛

称
や

通
称

、
商

標
な

ど
の

こ
と

で
す

。
陶

磁
器

に
製

作
者

や
窯

、
製

作
者

や
商

標
な

ど
を

記
し

た
銘

款
も

一
般

的
に

銘
と

称
さ

れ
ま

す
。

今
回

の
特

集
で

は
、

伊
萬

里
焼

の
大

ま
か

な
変

遷
に

併
せ

て
銘

も
ご

鑑
賞

い
た

だ
き

ま
す

。
前

期
か

ら
の

引
き

続
き

の
展

示
で

す
が

、
一

部
作

品
の

入
れ

替
え

を
行

い
ま

す
。

9
月

1
8
日

（
土

）
～

2
月

2
7
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
6
:3

0
※

入
館

は
1
6
:0

0
ま

で
※

当
面

の
間

は
時

間
短

縮
の

た
め

、
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

一
般

1
,2

5
0
円

（
1
,0

0
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

・
高

校
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
※

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日

【
電

車
】

J
R

両
毛

線
富

田
駅

、
あ

し
か

が
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

駅
か

ら
徒

歩
約

1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

足
利

IC
か

ら
約

2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
5
分

0
2
8
4
-
9
1
-
1
0
2
6

佐
野

市
立

葛
生

伝
承

館
（
佐

野
市

葛
生

東
1
-
1
1
-
2
6
）

展
覧

会
「
祝

い
掛

軸
展

」
1
0
月

9
日

（
土

）
～

1
月

2
3
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
無

料

月
曜

日
(祝

休
日

の
場

合
は

開
館

、
翌

日
休

館
)、

祝
日

の
翌

日
（
祝

休
日

の
翌

日
が

土
・
日

曜
日

の
場

合
は

開
館

）
、

年
末

年
始

、
展

示
替

え
期

間

【
電

車
】

東
武

佐
野

線
葛

生
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
3
0
分

0
2
8
3
-
8
4
-
3
3
1
1

佐
野

市
人

間
国

宝
田

村
耕

一
陶

芸
館

（
佐

野
市

高
砂

町
2
7
9
4
-
1
）

企
画

展
　

「
田

村
耕

一
の

陶
板

と
名

品
展

」
1
1
月

3
日

（
水

・
祝

）
～

2
月

2
7
日

（
日

）
9
:0

0
～

1
7
:0

0
無

料
1
2
月

3
0
日

～
1
月

1
日

(臨
時

休
館

日
あ

り
)

【
電

車
】

J
R

両
毛

線
・
東

武
佐

野
線

佐
野

駅
か

ら
徒

歩
約

5
分

【
車

】
・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
S
A

ス
マ

ー
ト

IC
か

ら
約

1
5
分

・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
5
分

0
2
8
3
-
2
2
-
0
3
1
1

日 光 市

小
杉

放
菴

記
念

日
光

美
術

館
（
日

光
市

山
内

2
3
8
3
-
3
）

一
般

：
7
3
0
円

（
6
5
0
円

）
大

学
生

5
1
0
円

（
4
6
0
円

）
高

校
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日
※

展
示

替
え

、
館

内
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

佐 野 市

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

 情
　

報

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
よ

り
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
・
中

禅
寺

温
泉

行
・
湯

元
温

泉
行

・
世

界
遺

産
め

ぐ
り

バ
ス

で
約

1
0
分

｢神
橋

｣下
車

徒
歩

約
3
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

0
2
8
8
-
5
0
-
1
2
0
0
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市
町

名
館

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

　
金

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

美
　

術
　

館
　

・
　

博
　

物
　

館
　

 情
　

報

佐 野 市

佐
野

市
立

吉
澤

記
念

美
術

館
（
佐

野
市

葛
生

東
1
-
1
4
-
3
0
）

収
蔵

企
画

展
「
ア

ー
ト

リ
ン

ク
2
0
2
1
・
小

杉
放

菴
生

誕
1
4
0
年

「
放

菴
と

寛
方

」
」

栃
木

ゆ
か

り
の

画
家

・
小

杉
放

菴
（
1
8
8
1
-
1
9
6
4
）
と

荒
井

寛
方

（
1
8
7
8
-
1
9
4
5
）
。

同
時

代
の

画
壇

で
活

躍
し

た
二

人
の

同
郷

画
家

の
創

作
の

変
遷

を
栃

木
県

立
美

術
館

の
所

蔵
品

で
た

ど
る

展
覧

会
で

す
。

放
菴

と
寛

方
が

そ
れ

ぞ
れ

に
築

い
た

独
自

の
画

境
を

対
照

的
に

浮
か

び
上

が
ら

せ
、

そ
の

芸
術

性
と

作
品

の
魅

力
を

紹
介

し
ま

す
。

1
月

2
2
日

（
土

）
～

3
月

6
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0

一
般

5
2
0
円

(4
7
0
円

)
障

害
者

手
帳

等
を

お
持

ち
の

方
・
大

学
生

以
下

無
料

（
要

障
害

者
手

帳
・
学

生
証

の
掲

示
）

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
、

展
示

替
え

期
間

ほ
か

【
電

車
】

東
武

佐
野

線
葛

生
駅

か
ら

徒
歩

約
1
0
分

【
車

】
・
北

関
東

自
動

車
道

佐
野

田
沼

IC
か

ら
約

1
5
分

・
東

北
自

動
車

道
栃

木
IC

か
ら

約
2
0
分

・
東

北
自

動
車

道
佐

野
藤

岡
IC

か
ら

約
4
0
分

0
2
8
3
-
8
6
-
2
0
0
8

藍
よ

り
青

く
 栃

木
県

文
化

功
労

者
受

章
記

念
 日

下
田

正
展

日
下

田
正

は
益

子
で

絶
え

て
し

ま
っ

た
茶

綿
を

再
び

栽
培

し
、

茶
綿

に
よ

る
滋

味
あ

ふ
れ

る
藍

色
を

完
成

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
草

木
染

に
よ

っ
て

綿
を

様
々

な
色

に
染

め
て

紡
ぎ

混
ぜ

た
“
混

じ
り

糸
”
を

使
う

こ
と

で
、

こ
れ

ま
で

に
な

い
表

情
豊

か
な

染
織

を
生

み
出

し
ま

し
た

。
本

展
で

は
日

下
田

の
新

た
な

創
造

と
挑

戦
を

紹
介

し
ま

す
。

1
0
月

1
0
日

（
日

）
～

1
月

1
0
日

（
月

・
祝

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で

T
h
e
 F

o
u
rt

h
 D

im
e
n
si

o
n
　

う
つ

わ
の

未
来

へ
「
う

つ
わ

」
は

や
き

も
の

の
一

番
基

本
と

な
る

姿
か

た
ち

を
し

て
い

ま
す

。
古

今
東

西
さ

ま
ざ

ま
な

作
り

手
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

文
化

と
深

く
結

び
つ

き
な

が
ら

う
つ

わ
の

表
現

に
挑

戦
し

て
き

ま
し

た
。

本
展

で
は

、
新

収
蔵

作
品

を
含

む
益

子
陶

芸
美

術
館

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
通

し
て

、
う

つ
わ

の
造

形
の

魅
力

に
迫

り
ま

す
。

1
月

1
8
日

（
火

）
～

3
月

2
7
日

（
日

）
9
:3

0
～

1
6
:0

0
（
1
1
月

～
1
月

）
※

入
館

は
1
5
:3

0
ま

で
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

月
曜

日
（
祝

日
は

開
館

）
、

祝
日

の
翌

日
、

1
2
月

2
5
日

～
2
0
2
2
年

1
月

1
日

（
土

）

※
展

示
替

え
に

よ
る

臨
時

休
館

日
あ

り

【
電

車
】

・
真

岡
鐵

道
益

子
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

・
J
R

宇
都

宮
駅

か
ら

関
東

バ
ス

益
子

行
で

約
6
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分

【
高

速
バ

ス
】

秋
葉

原
駅

か
ら

関
東

や
き

も
の

ラ
イ

ナ
ー

で
約

2
時

間
3
0
分

「
陶

芸
メ

ッ
セ

入
口

」
下

車
徒

歩
約

2
分 【
車

】
北

関
東

自
動

車
道

桜
川

筑
西

Ｉ
Ｃ

か
ら

約
2
0
分

、
真

岡
IC

か
ら

約
2
5
分

0
2
8
5
-
7
2
-
7
5
5
5

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
as

h
ik

o
-
m

u
se

u
m

.jp
/

益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円
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市
町

名
場

　
所

内
　

容
期

　
間

料
　

金
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

日
光

霧
降

ス
ケ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
日

光
市

所
野

2
8
5
4
）

屋
外

ス
ピ

ー
ド

リ
ン

ク
オ

ー
プ

ン
4
0
0
Ｍ

の
公

認
標

準
ダ

ブ
ル

ト
ラ

ッ
ク

の
国

際
規

格
ス

ケ
ー

ト
リ

ン
ク

が
オ

ー
プ

ン
し

ま
す

。
※

競
技

会
等

に
よ

り
休

館
や

営
業

時
間

の
変

更
が

あ
り

ま
す

の
で

、
ご

来
場

の
際

は
事

前
に

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

1
1
月

3
日

（
水

・
祝

）
～

2
月

下
旬

予
定

平
日

：
1
0
:0

0
～

1
6
:0

0
土

日
・
祝

日
：
9
:3

0
～

1
6
:3

0

大
人

1
,5

6
0
円

小
人

　
8
3
0
円

【
貸

靴
完

備
（
5
1
0
円

）
】

【
電

車
】

(～
1
1
/
3
0
ま

で
)

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
霧

降
高

原
行

で
約

1
0
分

「
丸

美
」
下

車
徒

歩
1
5
分

（
1
2
/
1
以

降
）

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
霧

降
ノ

滝
（
日

光
霧

降
ス

ケ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
経

由
）
行

で
約

1
0
分

「
日

光
霧

降
ス

ケ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

日
光

IC
か

ら
約

1
0
分

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
4
-
2
4
0
1

光
徳

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
場

（
日

光
市

光
徳

温
泉

）

光
徳

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
場

オ
ー

プ
ン

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
や

ス
ノ

ー
シ

ュ
ー

専
門

の
ス

キ
ー

場
。

雄
大

な
雪

景
色

の
中

を
滑

り
な

が
ら

、
大

自
然

の
美

し
さ

や
解

放
感

を
満

喫
で

き
ま

す
。

初
心

者
の

方
に

お
す

す
め

な
1
km

コ
ー

ス
か

ら
3
km

・
5
km

・
1
0
km

コ
ー

ス
や

全
日

本
ス

キ
ー

連
盟

A
級

公
認

の
公

認
5
km

コ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
光

徳
経

由
湯

元
温

泉
行

で
約

7
0
分

「
光

徳
温

泉
・
日

光
ア

ス
ト

リ
ア

ホ
テ

ル
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

ア
ス

ト
リ

ア
ホ

テ
ル

T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
5
-
0
5
8

＜
シ

ー
ズ

ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

（
日

光
市

湯
元

温
泉

）

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

オ
ー

プ
ン

な
だ

ら
か

な
林

間
コ

ー
ス

Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ

は
、

初
心

者
の

方
お

す
す

め
。

中
級

Ｄ
コ

ー
ス

で
は

、
男

体
山

や
湯

ノ
湖

を
バ

ッ
ク

に
日

光
の

大
自

然
が

満
喫

で
き

ま
す

。
ま

た
、

小
さ

な
お

子
様

用
の

チ
ャ

イ
ル

ド
広

場
で

は
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

も
開

催
。

ス
キ

ー
の

後
は

、
湯

元
温

泉
の

に
ご

り
湯

・
硫

黄
温

泉
を

お
楽

し
み

い
た

だ
け

ま
す

。

1
2
月

下
旬

～
※

積
雪

次
第

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

日
光

線
日

光
駅

・
東

武
日

光
線

日
光

駅
か

ら
東

武
バ

ス
奥

細
尾

行
・
中

禅
寺

温
泉

行
・
湯

元
温

泉
行

で
約

9
0
分

「
湯

元
温

泉
（
終

点
）
」
下

車
徒

歩
約

7
分

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

清
滝

IC
か

ら
約

4
0
分

日
光

湯
元

温
泉

ス
キ

ー
場

T
E
L
　

0
2
8
8
-
6
2
-
2
5
3
2

＜
シ

ー
ズ

ン
外

＞
東

武
興

業
㈱

日
光

事
務

所
T
E
L
　

0
2
8
8
-
5
3
-
0
9
0
1

湯
西

川
水

の
郷

（
日

光
市

湯
西

川
4
7
3
-
1
）

湯
西

川
水

の
郷

ス
ノ

ー
パ

ー
ク

オ
ー

プ
ン

そ
り

滑
り

や
雪

遊
び

な
ど

湯
西

川
温

泉
の

冬
が

楽
し

め
ま

す
。

売
店

で
は

温
か

い
軽

食
や

飲
み

物
を

販
売

し
て

い
ま

す
。

遊
び

疲
れ

た
ら

湯
西

川
水

の
郷

管
内

の
温

泉
で

身
も

心
も

温
ま

っ
て

く
だ

さ
い

。

2
0
2
2
年

1
月

2
9
日

（
土

）
～

2
月

2
8
日

（
月

）
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

野
岩

鉄
道

会
津

鬼
怒

川
線

湯
西

川
温

泉
駅

か
ら

日
光

交
通

ダ
イ

ヤ
ル

バ
ス

湯
西

川
温

泉
行

で
約

2
0
分

「
水

の
郷

観
光

セ
ン

タ
ー

前
」
下

車

【
車

】
日

光
宇

都
宮

道
路

今
市

IC
か

ら
約

7
0
分

湯
西

川
水

の
郷

雪
ま

つ
り

実
行

委
員

会
T
E
L
　

0
2
8
8
-
9
8
-
0
2
6
0

那 須 町

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
（
那

須
郡

那
須

町
湯

本
 那

須
岳

国
有

林
内

）

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
オ

ー
プ

ン
高

原
特

有
の

天
然

パ
ウ

ダ
ー

ス
ノ

ー
と

大
パ

ノ
ラ

マ
が

楽
し

め
る

フ
ァ

ミ
リ

ー
ゲ

レ
ン

デ
で

、
標

高
1
,3

5
0
ｍ

か
ら

の
滑

降
は

初
心

者
か

ら
中

級
者

ま
で

楽
し

ん
で

い
た

だ
け

ま
す

。
ス

ノ
ー

ボ
ー

ド
滑

走
禁

止
で

、
ご

家
族

連
れ

の
方

に
も

安
心

で
す

。

1
2
月

下
旬

（
予

定
）

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

【
電

車
】

J
R

宇
都

宮
線

黒
磯

駅
か

ら
東

野
バ

ス
大

丸
温

泉
方

面
で

約
6
0
分

「
弁

天
温

泉
」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
那

須
IC

か
ら

約
2
0
分

那
須

温
泉

フ
ァ

ミ
リ

ー
ス

キ
ー

場
T
E
L
　

0
2
8
7
-
7
6
-
2
5
6
7

那
須

未
来

株
式

会
社

T
E
L
　

0
2
8
7
-
7
8
-
2
0
0
8

施
設

オ
ー

プ
ン

・
休

館
な

ど
　

各
種

情
報

日 光 市

22



市
町

名
場

所
／

区
間

等
内

　
　

容
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

古
峰

ヶ
原

高
原

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

日
光

開
山

に
先

立
ち

、
勝

道
上

人
は

鹿
沼

の
山

で
3
年

間
の

修
業

を
し

ま
し

た
。

そ
の

修
験

の
場

「
深

山
巴

の
宿

（
ジ

ン
ゼ

ン
ト

モ
エ

ノ
シ

ュ
ク

）
」
が

あ
る

の
が

古
峰

ヶ
原

高
原

で
す

。
深

山
巴

の
宿

は
そ

の
名

の
由

来
と

な
っ

た
天

然
の

「
巴

形
の

水
路

」
が

確
認

で
き

、
当

時
へ

と
思

い
を

馳
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
周

辺
の

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

は
い

ず
れ

も
広

葉
樹

林
が

多
く
、

樹
々

が
葉

を
落

と
す

冬
場

は
特

に
眺

望
が

開
け

、
ま

た
北

国
か

ら
渡

っ
て

く
る

冬
鳥

の
姿

も
容

易
に

発
見

で
き

ま
す

。
鹿

沼
は

雪
の

な
い

冬
山

登
山

の
北

限
と

言
っ

て
も

良
く
、

仮
に

雪
が

降
っ

て
も

す
ぐ

に
溶

け
る

こ
と

か
ら

、
冬

も
多

く
の

登
山

客
が

訪
れ

ま
す

。

○ 約 1
2

km

　 古 峯 神 社

→ 9
0 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 4
5 分

　 三 枚 岩
→ 1
5 分

　 方 塞 山
→ 1
5 分

　 三 枚 岩
→ 4
5 分

　 古 峰 ヶ 原 高 原

→ 9
0 分

　 古 峯 神 社

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
古

峰
原

線
」

東
武

日
光

線
新

鹿
沼

駅
か

ら
6
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

7
0
分

「
古

峰
原

神
社

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿
沼

市
観

光
交

流
課

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

○ 約 6 km

　 石 裂
→ 1
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 2
0 分

　 休 憩 所
→ 5 分

　 千 本 桂
→ 2
0 分

　 中 の 宮
→ 1
5 分

　 奥 の 宮
→ 4
5 分

　 東 剣 ノ 峰

→ 1
0 分

　 西 剣 ノ 峰

→ 2
5 分

　 石 裂 山
→ 1
5 分

　 月 山
→ 6
0 分

　 休 憩 所
→ 2
0 分

　 加 蘇 山 神 社

→ 1
0 分

　 石 裂

横
根

高
原

周
廻

コ
ー

ス
（
井

戸
湿

原
周

廻
）

方
塞

山
・
横

根
山

、
井

戸
湿

原
と

い
っ

た
名

所
満

載
の

コ
ー

ス
で

す
。

広
葉

樹
が

多
く
、

葉
が

落
ち

る
冬

場
は

明
る

い
林

の
中

を
歩

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
野

鳥
も

目
立

つ
よ

う
に

な
り

、
カ

ケ
ス

や
コ

ガ
ラ

、
運

が
良

け
れ

ば
オ

オ
マ

シ
コ

な
ど

に
出

会
え

ま
す

。
空

に
は

オ
オ

タ
カ

や
ノ

ス
リ

が
見

え
る

こ
と

も
。

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

と
外

の
ト

イ
レ

は
冬

季
閉

鎖
中

で
す

。
長

時
間

滞
在

の
場

合
は

ご
注

意
く
だ

さ
い

。
ま

た
狩

猟
期

に
あ

た
り

ま
す

の
で

、
目

立
つ

服
装

で
熊

鈴
を

持
っ

て
入

山
し

て
く
だ

さ
い

。

○ 約 4
.7 km

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

→ 2
5 分

　 象 の 鼻 展 望 台

→ 1
5 分

　 井 戸 湿 原

→ 2
0 分

　 横 根 山
→ 5
0 分

　 前 日 光 ハ イ ラ ン ド ロ ッ ジ

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

8
0
分

東
北

自
動

車
道

栃
木

IC
か

ら
7
0
分

鹿
沼

市
観

光
交

流
課

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

高
鳥

屋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

鹿
沼

市
酒

野
谷

の
平

地
に

ぽ
つ

ん
と

佇
む

、
標

高
3
2
0
ｍ

の
高

鳥
屋

山
。

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
整

備
さ

れ
、

初
心

者
や

子
ど

も
で

も
安

心
し

て
楽

し
め

る
山

で
す

。
コ

ー
ス

が
5
つ

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

い
ず

れ
も

山
頂

尾
根

に
つ

な
が

っ
て

い
て

四
方

の
景

色
が

望
め

ま
す

。
特

に
落

葉
後

の
冬

に
は

眺
望

が
開

け
、

手
軽

さ
と

相
ま

っ
て

多
く
の

登
山

者
が

訪
れ

ま
す

。
麓

に
は

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

が
あ

り
、

キ
ャ

ン
プ

と
登

山
を

あ
わ

せ
て

楽
し

む
方

も
。

※
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
の

ご
利

用
に

は
予

約
が

必
要

で
す

。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
南

摩
線

」
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

1
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

2
5
分

「
出

会
い

の
森

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

2
0
分

出
会

い
の

森
総

合
公

園
T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
3
3
2
1

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

横
根

高
原

冬
は

鹿
沼

で
唯

一
、

雪
の

感
触

と
景

色
を

味
わ

い
な

が
ら

ス
ノ

ー
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
が

楽
し

め
ま

す
。

ノ
ス

リ
、

オ
オ

マ
シ

コ
に

出
会

え
る

か
も

。

【
車

】
○

古
峯

神
社

駐
車

場
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

5
0
分

○
粕

尾
峠

（
P
：
数

台
）

東
北

自
動

車
道

栃
木

IC
か

ら
6
0
分

〇
入

粟
野

（
P
：
数

台
）

東
北

自
動

車
道

栃
木

IC
か

ら
6
0
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

　
①

愛
宕

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

1
.4

㎞
、

5
0
～

8
0
分

　
②

ふ
れ

あ
い

コ
ー

ス
　

　
 0

.5
㎞

、
2
0
～

3
0
分

　
③

大
沢

コ
ー

ス
　

　
　

　
　

0
.8

㎞
、

2
0
～

4
0
分

　
④

滝
の

沢
コ

ー
ス

　
　

　
 1

.0
㎞

、
3
0
～

5
0
分

鹿 沼 市

＜
し

っ
か

り
し

た
装

備
・
服

装
で

、
安

全
に

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

＞
　

詳
細

は
（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

「
鹿

沼
日

和
」
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

登
山

・
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
情

報

行
程

・
距

離

石
裂

山
回

遊
登

山
ル

ー
ト

標
高

は
頂

上
で

も
8
9
0
ｍ

と
高

く
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
鎖

や
は

し
ご

な
ど

が
設

置
さ

れ
た

変
化

に
富

ん
だ

山
で

す
。

本
格

的
な

登
山

コ
ー

ス
と

認
識

し
て

、
き

ち
ん

と
し

た
装

備
で

入
山

し
て

く
だ

さ
い

。
登

山
口

は
加

蘇
山

神
社

社
務

所
か

ら
5
0
0
ｍ

ほ
ど

奥
に

あ
る

「
下

の
宮

」
。

途
中

に
は

栃
木

県
の

天
然

記
念

物
「
千

本
桂

」
や

鎖
を

頼
り

に
登

る
「
行

者
返

し
の

岩
」
な

ど
名

所
が

次
々

と
現

れ
ま

す
。

ル
ー

ト
沿

い
で

は
岩

か
ら

の
湧

き
水

な
ど

も
多

く
、

冬
に

は
こ

れ
ら

が
氷

瀑
や

氷
柱

と
な

っ
て

登
山

者
の

目
を

楽
し

ま
せ

ま
す

。
足

元
に

湧
き

水
が

あ
る

と
登

山
道

が
凍

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
注

意
し

な
が

ら
ゆ

っ
く
り

登
り

ま
し

ょ
う

。
最

高
峰

の
月

山
か

ら
は

雪
化

粧
の

日
光

連
山

が
望

め
ま

す
。

【
バ

ス
】

リ
ー

バ
ス

「
上

久
我

線
」
（
1
日

2
本

）
東

武
日

光
線

新
鹿

沼
駅

か
ら

4
0
分

、
J
R

日
光

線
鹿

沼
駅

か
ら

5
0
分

「
石

裂
山

」
下

車

【
車

】
東

北
自

動
車

道
鹿

沼
IC

か
ら

4
0
分

（
一

社
）
鹿

沼
市

観
光

協
会

（
ま

ち
の

駅
 新

・
鹿

沼
宿

内
）

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
0
-
2
5
0
7

鹿
沼

市
観

光
交

流
課

T
E
L
　

0
2
8
9
-
6
3
-
2
3
0
3

令
和

4
年

1
月

1
4
日

～
3
月

1
8
日

ま
で

は
冬

季
通

行
止

め
に

よ
り

、
前

日
光

ハ
イ

ラ
ン

ド
ロ

ッ
ジ

に
車

で
乗

り
入

れ
は

で
き

ま
せ

ん
。

　
〔
ル

ー
ト

〕
　

・
古

峯
神

社
駐

車
場

か
ら

1
8
0
分

　
・
粕

尾
峠

か
ら

9
0
分

　
・
入

粟
野

か
ら

6
0
分
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市
町
名

場
　
所

内
　
容

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

木
の

ふ
る
さ
と
伝

統
工

芸
館

（
鹿

沼
市

麻
苧
町

1
5
5
6
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
w
.c
it
y.
ka
n
u
m
a.
to
c
h
i

gi
.jp
/
0
3
1
3
/
in
fo
-
0
0
0
0
0
0
2
0
6
3
-

1
.h
tm

l

＜
組

子
づ
く
り
体
験
＞

鹿
沼

組
子

は
世

界
に
知
ら
れ
た
鹿
沼
の
伝
統
工
芸
で
す
。
本
来
は
欄
間
や
衝
立
な
ど
に

使
う
技

術
で
す
が
、
こ
れ
を
親
し
み
や
す
く
応
用
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

（
柄

は
麻

や
胡

麻
な
ど
）

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
電
車
］

東
武
日
光
線

新
鹿

沼
駅

下
車

、
徒

歩
8
分

J
R
日
光
線

鹿
沼

駅
下

車
、
リ
ー
バ

ス
「
新

鹿
沼

宿
」
下

車
、
徒

歩
約

2
分

［
車
］

東
北
自
動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
約

2
0
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
6
4
-
6
1
3
1

＜
麻

紙
漉

き
体
験
＞

鹿
沼

産
の

麻
を
使
用
し
て
紙
を
漉
き
ま
す
。
和
紙
の
原
料
と
言
え
ば
こ
う
ぞ
・
み
つ
ま
た
で

す
が

、
以

前
は
麻
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
紙
の
原
料
で
し
た
。
現
在
、
こ
の
麻
紙
漉
き
が
残

る
の

は
鹿

沼
だ
け
。
つ
ま
り
世
界
で
唯
一
の
体
験
が
で
き
る
の
で
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り
体
験
＞

麻
紙

を
漉

き
、
装

飾
を
し
て
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
る
体
験
で
す
。
藍
染
や
茜
色
、
麻
殻
を
使
っ

た
黄

色
な
ど
、
創
意
工
夫
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
作
れ
ま
す
。
乾
燥
後
１
～
2
週
間
後

に
発

送
し
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜
麻

は
ぎ
・
麻

ひ
き
体
験
＞

発
酵

し
た
麻

の
茎
か
ら
表
面
の
か
わ
を
は
ぎ
、
手
作
業
で
繊
維
を
伸
ば
す
工
程
を
体
験
で

き
ま
す
。
こ
の

結
果
出
来
上
が
る
「
精
麻
」
は
と
て
も
上
品
な
輝
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験

も
世

界
で
唯
一
の
も
の
。
出
来
上
が
っ
た
精
麻
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
０
８
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ

ヤ
マ
ヤ

（
鹿

沼
市

御
成
橋

町
1
-
2
2
6
3
-
6
）

▼
H
P

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.8
0
8
gl
as
sw

o
rk
s.
c
o
m

＜
吹

き
ガ
ラ
ス
体
験
＞

吹
き
ガ
ラ
ス
で
様
々
な
形
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ラ
ス
、
ボ
ウ
ル
、
一
輪
挿
し
等
、
好

き
な
ア
イ
テ
ム
や

色
が
選
べ
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
電
車
］

J
R
鹿
沼
駅

か
ら
バ

ス
1
6
分

、
徒

歩
で
2
4
分

東
武
新
鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
1
9
分

、
徒

歩
で
2
8
分

［
車
］

東
北
自
動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
車

で
約

1
5
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
7
4
-
5
1
0
0

お
こ
ん
に
ゃ
く
茶

屋
（
鹿

沼
市

銀
座
1
-
1
8
7
0
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
o
ko
n
n
ya
ku
ty
ay
a.
jp
/

＜
絞

り
こ
ん
に
ゃ
く
体
験
＞

こ
ん
に
ゃ
く
を
絞

っ
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
そ
ば

を
作

り
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
電
車
］

J
R
鹿
沼
駅

か
ら
バ

ス
で
8
分

、
徒

歩
で
1
9
分

東
武
新
鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
8
分

、
徒

歩
で
1
6
分

［
車
］

東
北
自
動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
約

2
0
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
6
0
-
6
0
7
0

体
　
験
　
情
　
報

野
州

麻
紙

工
房

・
野

州
麻

炭
製

炭
所

（
鹿

沼
市

下
永
野

6
0
0
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
ya
sh
u
as
a.
c
o
m

T
E
L
　
0
2
8
9
-
8
4
-
8
5
1
1

※
日

中
は

栽
培

や
制

作
作

業
で
お
電

話
が

繋
が

り
に
く
い
た

め
、
お
問

合
せ

フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

h
tt
ps
:/
/
ya
sh
u
as
a.
c
o
m
/
c
o
n
t

ac
t

［
電
車
］

J
R
栃
木
駅

・
東

武
新

栃
木

駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
約

4
0
分

［
車
］

東
北
自
動
車

道
栃

木
IC
か

ら
約

2
0
分

鹿 沼 市

24



市
町

名
場
　
所

内
　
容

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

体
　
験
　
情
　
報

そ
ば

処
久

我
（
鹿

沼
市

上
久
我

2
7
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
w
w
w
.c
it
y.
ka
n
u
m
a.
to
c
h
ig
i.

jp
/
0
1
1
2
/
in
fo
-
0
0
0
0
0
0
1
6
2
2
-

1
.h
tm

l

＜
そ
ば

打
ち
体

験
＞

地
元

の
玄

そ
ば

を
使
用
し
た
そ
ば
打
ち
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
電
車
］

J
R
日
光
線

鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
4
0
分

、
東
武
新
鹿
沼

駅
か

ら
バ

ス
で
3
0
分

［
車
］

東
北
自
動
車

道
鹿

沼
IC
か

ら
3
0
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
6
5
-
8
7
8
7

（
公

財
）
鹿

沼
市

花
木

セ
ン
タ
ー

（
鹿

沼
市

茂
呂
2
0
8
6
-
1
）

▼
H
P

h
tt
ps
:/
/
ka
bo
ku
.o
r.
jp
/

＜
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
教
室
＞

植
物

と
植

物
を
合
わ
せ
て
小
さ
な
花
束
の
よ
う
に
植
え
ま
す
。
簡
単
で
華
や
か
な
作
品
が

で
き
あ
が

り
ま
す
。

※
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
電
車
］

J
R
日
光
線
鹿

沼
駅

下
車

、
タ
ク
シ
ー
で
約

1
0
分

東
武
日
光

線
新

鹿
沼

駅
下

車
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
で
約

1
0
分

［
車
］

東
北
自
動

車
道

鹿
沼

IC
か

ら
約
3
分

T
E
L
　
0
2
8
9
-
7
6
-
2
3
1
0

足 利 市

八
木

節
会

館
（
足

利
市

福
居
町

5
8
0
-
1
）

＜
八

木
節

＞
日

本
三

大
音

頭
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
、
足
利
の
郷
土
芸
能
「
八
木
節
」
の
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国重要文化財指定記念事業 三階御展望室特別公開〔日光市〕 
～冴える冬の日光田母沢御用邸、三階御展望室を期間限定で特別公開～ 

令和３年１２月１５日(水)～令和４年１月３１日(月)   

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）がある日光田母沢御用邸記念公園では、冬の特別

企画として「三階御展望室」を特別公開します。 

御用邸が平成１５(２００３)年１２月に、国の重要文化財の指定を受けたことを記念して、

翌年から毎年この時期に期間限定で公開しております。 

この「三階御展望室」は紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の一部分を移築したもので、

数寄屋風の意匠が特徴。御展望室からは庭園が一望できるほか、７千平方メートルに及ぶ  

一、二階の見事な屋根の連なりも間近にご覧になれます。 

特別公開は休園日を除く１２月１５日から翌１月３１日まで。冴える冬の日光田母沢御用邸

記念公園「三階御展望室特別公開」を是非ご堪能ください。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和３年１２月１５日（水）から令和４年１月３１日（月） 

          ※毎週火曜日及び年末年始（12 月 29 日～翌 1 月 1 日）は休園 
        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後４時まで） 

◆入 園 料：通常の入園料のみ 
高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

◆内  容：紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の移築部分「三階  

御展望室」を期間限定で特別公開 
○場   所  日光田母沢御用邸記念公園内 御展望室 栃木県日光市本町８－２７ 
○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 
        バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉行・

奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車１分 
○駐 車 場  普通車３００円（各２時間）普通車１１３台駐車可 
○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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桃の節句 つるし雛飾り〔日光市〕 

～子供たちの健やかな成長を願う「つるし雛飾り展」を開催～ 
令和４(2022)年２月１１日(金･祝)～３月６日(日)   

  

 

 

 

 

 

 

 

 大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）がある日光田母沢御用邸記念公園では、桃の節句

である３月３日に合わせ、子供たちの健やかな成長を願う「桃の節句 つるし雛飾り」を  

開催します。期間中、見学順路の部屋に、地元ちりめん細工教室の皆様が丹念込めて作った

色とりどりの「つるし雛」が埋め尽くされ、近代和風建築と合わせた和の雰囲気をお楽しみ

いただけます。是非この機会にご来園ください。 

○期間・内容  ◆期  間：令和４年２月１１日（金･祝）～３月６日（日） 

※期間中、毎週火曜日は休園 

        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後４時まで） 

◆入 園 料：通常の入園料が必要 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

◆内  容：子供たちの健やかな成長を願い、地元ちりめん細工教室の皆様

が丹念込めて作った色とりどりの「つるし雛」を展示 

◆協  力：古布・縮緬細工教室 まゆ 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園内 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉行・

奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車、徒歩１分 

○駐 車 場  普通車３００円（２時間）普通車１１３台駐車可 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 １月・2 月の観察会 

 

 

●ちびっこスノーシュー  

内 容    小さなお子様のいる親子向けのスノーシュー入門イベントです。レンタルスノーシ

ュー（レンタル料別途）を全員分ご用意しますので、特別な道具をお持ちでなくて

もお手軽にご参加いただけます。 

日 時    令和 4 年 1 月 23 日（日） 10:00～12:00 

参加費    中学生以下 500 円 

 高校生以上 1,000 円 

       ※スノーシューレンタル料 お一人 1,000 円（消費税込） 

開催場所   日光湯元地区内・湯元園地 

対 象    親子（お子様が 4 歳～小学校中学年） 

定 員    15 名程度（先着順） 

特 典    当日限り有効の、日光アストリアホテル日帰り入浴割引券つき！ 

 

 

●親子で雪の運動会  

内 容    雪上ならではの競技で雪に親しむ、親子向けのイベントです。スノーシューを履い

て走ってみたり、雪を生かした様々な種目で小さなお子様から大人まで、思い切り

雪を楽しみます。 

期 日    令和 4 年 1 月 30 日（日） 

参加費    中学生以下 1,500 円 

 高校生以上 2,000 円 

開催場所   日光湯元地区内 

対 象    親子（お子様が 4 歳～中学生） 

定 員    20 名程度（先着順、家族 3 組まで） 

特 典    当日限り有効の、日光アストリアホテル日帰り入浴割引券つき！ 
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●スノーシューで雪の森へ！ 

内 容    スノーシューを履いて雪の森を歩き、冬ならではの自然体験をお楽しみいただきま

す。初心者から経験者の方まで、どなたでもご参加いただけます。 

日 時    令和 4 年 2 月 ①6 日（日） ②13 日（日） ③27 日（日）10:00～14:30 

参加費    中学生以下 1,500 円 高校生以上 2,500 円 

       ※スノーシューレンタル料 お一人 1,000 円（消費税込） 

集合場所   湯元本通り北駐車場 

開催場所   湯元周辺 

対 象    小学生以上の親子・大人 

定 員    各回 20 名程度（先着順） 

特 典    当日限り有効の、日光アストリアホテル日帰り入浴割引券つき！ 

 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の関係で内容を変更する可能性があります。また、すべての観

察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。ご了承ください。 

詳しくは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp もしくは、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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◎とちぎの洋ラン展 

展 

 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

☆２月の体験教室☆ 各２回開催 各 10 名 

１３日(日) 水遊園出張教室 ｼﾞｪﾙｷｬﾝﾄﾞﾙ   900 円 

２０日(日) 洋ランの寄植え              4, 500 円 

                                                   

        とちはなちゃんドーム２月の見頃の花         

  

  

  

オオベニゴウカン      ハナキリン 

 

             

 

 

 

 

          

         

時  間：9：00 ～ 1６：３0 

会  場：とちはなちゃんドーム 

入 館 料：大人 410 円 小人 200 円 

 栃木県内で育まれた高品質で豪華な洋ランの展示

を行います。華やかで魅力的な洋ランの花々に囲まれ

て、贅沢な春のひとときをお楽しみください。 
 

開催期間：１月 2５日（火）～２月 2３日（水） 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：３～10 月／9：00～17：00  11～2 月／9：00～16：30 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん

 花と苺のフェスティバルを開催します！ 

会場では「とちぎの花」をふんだんに使ったアレンジ

メント飾花や花の品質を競う栃木県花の展覧会などが

行われ、花の魅力に包まれます。 

また、美味しい「栃木のいちご」や加工品の販売、体

験教室やステージイベントなど楽しい企画もご用意し

ています。 

開催期間：２月２６日（土）・２７日（日） 

※とちはなちゃんドーム入館料が無料となります 

 ◎花と苺のフェスティバル ～花といちごで´いちご一会´の御持て成し～ 
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＝＝＝わんぱく公園で様々な自然体験を〔壬生町〕＝＝＝ 

    

冬鳥のバードウォッチング  土日祝にはわんぱくトレインが登場！ 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから

大人の方まで楽しめるイベントが盛りだくさんです。また、お正月クラフトや自然

素材での森の動物づくり、冬鳥の観察会など『自然』と『季節』を体で感じる様々

なイベントを開催します。ぜひ、とちぎわんぱく公園にお越しください。 

１･２月のとちぎわんぱく公園のイベント  

◆当日申込 ★事前申込（１か月前の午前９時から受付） 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください 

 

◆新春 國學院大學栃木高等学校書道部作品展 

 高校生によって新年をテーマに書かれた書道作品の展示を行います。 

 また、サイネージ（電子看板）で作品制作風景をご紹介します。 

日 程：１月２日（日）～１月３１日（月） 時 間：こどもの城開館時間中 

場 所：こどもの城ステージ及びこどもの城内パネル 

 

◆お正月クラフト トラのしっぽのキーホルダー 

 寅年にちなんでポンポン毛糸を組み合わせたトラ柄のキーホルダーを作ります。 

  日 時：１月３日（月）１０：００～ ※途中休憩あり  場 所：ぱなぱな工房 

  定 員：１５組（付き添いは２名まで）  参加費：３００円 

  その他：随時受付。制作約４０分。材料がなくなり次第終了。入室は１２名まで 

 

★親子で『ご飯茶碗』をつくろう 

 粘土の塊から、手びねりという技法で親子一緒にご飯茶碗を作ります。 

 作品は後日引き取りとなります。 

  日 時：１月１６日（日）１０：００～１２：００、１３：００～１５：００ 

  場 所：ぱなぱな工房  対 象：小学生の親子（２人１組） 

  定 員：各回５組  参加費：１，０００円（１組） 

  その他：親子１組で２個制作。釉薬は色を選択いただき、こちらで施します 
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★自然素材で森の動物をつくろう 

 松ぼっくりでつくる『松ぼっクマ』やラグラスでつくる『ラグりす』、 

 栗のイガを使った『くりネズミ』など、好きなキットを選び、作ります。 

  日 時：１月２９日（土）１０：００～１２：００ ※制作終了後、順次解散 

  場 所：ぱなぱな工房  定 員：４～６組（付き添いは２名まで） 

  参加費：３００円（１個）  申込期間：１２月２６日（日）９時～ 

その他：制作は２個まで。入室は１２名まで 

 

★大人の陶芸教室『電動ロクロ・釉掛け』～連続講座～ 

 １回目に電動ロクロ（白土）で制作し、２回目に絵付けや釉掛けを行い 

作品を仕上げます。作品は後日引き取りとなります。 

  日にち：２月５日（土）、２月２６日（土） 

時 間：９：３０～１１：３０、１３：００～１５：００ 場 所：ぱなぱな工房 

対 象：両日参加できる大人  定 員：各回６名  参加費：各日１，０００円 

持ち物：汚れても良い服装、タオル  その他：爪は短くしてご参加ください。 

 

★鳥をみよう 

 双眼鏡の使い方を習い、望遠鏡での観察も交えながら冬の鳥見の 

 魅力を満喫しよう。双眼鏡の貸し出しもあります。 

  日 時：２月１１日（金・祝）９：００～１１：００  集合場所：ぱなぱな工房 

対 象：小学３年生以上  定 員：８名  参加費：無料  持ち物：筆記具 

 

◆バレンタインサイコロチャレンジ 

サイコロをふって、出た目の数のチョコレートをプレゼントします！ 

  日 程：２月１１日（金・祝）～２月１４日（月） 

  時 間：ふしぎの船開館時間中  場 所：ふしぎの船 

  対 象：ふしぎの船に入館した小学生以上  参加費：無料（要ふしぎの船入館料） 

 

◆ひな壇飾りの展示 
 七段飾りのひな人形の展示を行います。 

日 程：２月１１日（金・祝）～３月３日（木） 時 間：こどもの城開館時間 

場 所：こどもの城１階ステージ 

 

◆カンタン、缶バッジづくり！ 

 シールを自由に貼った、オリジナル缶バッジを作ります。 

  日 時：２月２０日（日）１０：００～１２：００、１３：００～１５：００ 

  場 所：ぱなぱな工房  定 員：７０名  参加費：１６０円 

  その他：随時受付。入室は１２名まで 

 

◆桃の節句 花の髪飾り 

 布で作った花びらの中から好きな色と仕上げる形を選んでいただき、 

オリジナルの髪飾りをお作りします。桃の節句らしい和風の小物を 

楽しみながら、ひな壇の前で記念写真をどうぞ！ 

  日 時：２月２６日（土）、２月２７日（日） １０：００～ 

  場 所：こどもの城ステージ  定 員：各日２０名  参加費：３００円 

  その他：随時受付。制作＋乾燥１つ３０分（受付時にお渡し時間をお伝えします）。 

材料がなくなり次第終了。制作は公園スタッフで行います。 
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○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 

 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

          車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から 

約２Ｋｍ（約３分） 

           ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから 

徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所 

（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

         TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

         URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/ わんぱく公園   検索  

 

 

 

 

 

 

ⓒ1998スタジオジブリ   

ピッピ 
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写真コンクール

（必着締め切り）

第35回栃木県営都市公園

花と緑と遊びがいっぱいの栃木県営都市公園！そこで出会った素晴らしいシーンを写真に撮ろう！あなたのベストショットをお待ちしています！

作 品 募 集

テ ー マ 栃木県営都市公園の魅力あふれた情景を切り取った作品

表　　彰 最優秀賞１点（賞金２万円）、優秀賞３点（賞金 5,000 円）、入選５点（賞品 2,000 円相当）、佳作 10 点（賞品 1,000 円相当）

主　　催 栃木県・公益財団法人 栃木県民公園福祉協会 協　　賛 サトーカメラ株式会社

対象公園 栃木県営都市公園 栃木県総合運動公園、井頭公園、鬼怒グリーンパーク、栃木県中央公園、那須野が原公園、みかも山公園、
日光だいや川公園、日光田母沢御用邸記念公園、とちぎわんぱく公園、とちのきファミリーランド

令和３（2021）年 10 月１日 ～ 令和４（2022）年１月 31 日募集期間
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✁✁

・プロ・アマ問わず、どなたでも応募できます。

・プリント作品または、デジタル作品での応募となります。
・プリント作品の場合、四つ切り、および四つ切りワイドに限ります。
　※入選した際はフィルムやデジタルデータをご提出していただきます。
・デジタル作品の場合、JPEG形式画像、データ容量15MBまで。（600万画素以上を推奨）
・過度に修正、加工した作品や合成した作品、組み写真、モノクロ写真は不可。
・撮影地が対象公園であることを判別できる作品。（人や花のみは不可）
・2020年12月以降に応募者本人が撮影した作品で、同一または類似作品を他のコンテスト等へ応募していないこと。

・応募点数は、お一人様３点までとします。
・応募作品は記録メディアも含め全て返却しません。
・応募作品の使用権は主催者に帰属し、主催者等の広報活動（展示、ウェブサイト、印刷物等）に使用します。その

際、作者氏名やタイトル等を公表する場合があります。
・広報活動において使用する際、トリミング、文字の記載、軽微な画質調整等の加工を行う場合があります。
・公園の通常利用で立ち入りできない場所や時間等において撮影された作品は応募できません。
・被写体に人物が含まれている場合、肖像権は応募者の責任において承諾を得ているものとし、主催者はその責任を

負いません。必ず被写体本人の承諾を得た上でご応募ください。
・審査は主催者にて行います。なお、賞の選考基準や内容などに関するお問い合わせには応じられません。
・対象公園関係者の応募は妨げませんが、受賞した場合は賞金および賞品授与の対象外とします。

応 募 方 法

募 集 内 容

・審査結果は２月下旬頃に栃木県民公園福祉協会ウェブサイト等で発表する他、入賞者には直接お知らせします。
・入賞作品は、栃木県民公園福祉協会ウェブサイトで公開する他、当協会の管理する井頭公園・那須野が原公園・みかも山公園・
　とちぎわんぱく公園・日光田母沢御用邸記念公園等で展示会を実施する予定です。

審 査 結 果 ・ 展 示 発 表 等

応 募 資 格
作 品 規 格

応 募 規 約

第35回栃木県営都市公園写真コンクール応募票

作品タイトル

撮 影 公 園

撮 影 年 月 日 年 月 日

氏 名

フリガナ

撮 影 区 分 フィルム撮影　　・　　デジタルカメラ撮影　　・　　スマートフォン　　　（該当を○で囲む）

作品番号（事務局記入）

※応募票に記載する個人情報は、当該コンクールの範囲内のみに使用し、適切に管理いたします。

□  被写体本人が承諾済み　 ※作品に人物が写っていて、第三者が見て個人特定ができる場合

住 所

ＴＥＬ

肖像権の確認（右欄の□に✓チェック）

〒

応募票に必要事項を記入し作品裏面に貼付し、下記の栃木県内サトーカメラ㈱の対象店舗窓口へ直接お持ちください。

【対象店舗】スーパーカメラセンター宇都宮本店、宇都宮築瀬店、宇都宮細谷店、宇都宮雀宮店、鹿沼晃望台店、真岡並木店、
栃木バイパス店、大田原浅香店、イオン今市店

【サトーカメラでは、プリント作成やＣＤ-Ｒ等への書き込みも受け付けております（有料）。最寄りの各店舗までお問い合わせください。】

プリント作品で
応募の場合

下記のいずれかの方法でご応募ください。
※応募票は１作品につき１枚ご記入ください。
※複数の作品を１つの記録メディアにして応募される際は、データの作品タイトルを応募票の作品タイトルと同じ名

前で入力してください。
①（公財）栃木県民公園福祉協会ウェブサイト（https://www.park-tochigi.com/）の応募フォームから、必要事

項を記入の上、作品のファイルを添付送信してください。複数の作品を応募する際は、作品ごとに分けて送信し
てください。

②ＣＤ-Ｒ等記録メディアと応募票を、下記の住所へ郵送してください。
　〒321-0152 栃木県宇都宮市西川田 4-1-1  栃木県総合運動公園第２陸上競技場内
　（公財）栃木県民公園福祉協会  事務局  都市公園写真コンクール係
　TEL 028-659-5868
③ＣＤ-Ｒ等記録メディアと応募票を、下記の栃木県内サトーカメラ㈱の対象店舗窓口へ直接お持ちください。

デジタル作品で
応募の場合
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